
（協議事項⑵）令和５年度生涯学習センター事業実施状況（上半期）について

令和５年度生涯学習センター事業実施報告書
（令和５年６月３０日（金）時点）
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 6 日

令和 5 年 9 月 6 日

- 人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 14 日

令和 5 年 12 月 8 日

- 人 - 人

- 回

令和 6 年 3 月 5 日

令和 6 年 3 月 5 日

- 人 - 人

- 回

令和 5 年 6 月 7 日

令和 5 年 6 月 28 日

79 人 0 人

- 回

令和 6 年 2 月 7 日

令和 6 年 3 月 6 日

- 人 - 人

- 回

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

- 人 - 人

- 回

令和 5 年 5 月 17 日

令和 5 年 11 月 15 日

54 人 27 人

- 回

令和 5 年 6 月 18 日

令和 5 年 12 月 3 日

50 人 21 人

1 回

①

地

域

住

民

の

学

習

意

欲

の

高

揚

と

生

活

の

向

上

に

資

す

る

事

業

の

推

進

-

-

連携実績数

【連携実績】

スマホ基礎講座 地域内
の一般
成人

未定 2回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

９月以降実施予定 ９月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

【連携実績】

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

令和５年度　中央生涯学習センター事業計画・事業実績

うち子ども

乳幼児
（0～
6歳）
とその
保護者

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

パパもママもはぐは
ぐ子育て

宇都宮ビジネス電子専門学校　幼児保育ビジネス課

-

連携実績数

市民へのデジタルデバイド
及びデジタル機器への使用
への対応として，身近なス
マートフォンの基本操作を
学び，利用技術の向上を図
る。

事業名

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

いきいきシニアップ
講座

人生１００年時代を迎え，
より良い豊かなセカンドラ
イフを送れるよう，学びあ
う人の輪の構築に努める。
超高齢社会に受講生が生き
がいを保ちながら生活する
ための素材・素地として，
健康づくりや趣味・教養に
幅広く興味を持つ学習機会
を提供する。

市内在
住の
65歳
以上の
一般成
人

１～
２月

5回

【連携実績】

-

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

【実施日】

子育て広場 子育て世代の悩みやニーズ
を捉えた講座を実施するた
め，子育て相談員の配置
や，親子同士の交流の場を
拡充し，気軽に情報が得ら
れる環境を整え，家庭教育
の問題解決や支援に繋げ
る。また，ICTの活用も取入
れる企画を思案し，在宅で
も気軽に受講できる機会を
つくる。月に１度読み聞か
せボランティアが実施して
いる「おはなしひろば」の
周知をするとともに，年齢
層に合う読書の機会を設け
る。

乳幼児
（0～
6歳）
とその
保護者

５～
１１月

修道館アカデミー
【Vスタッフ】

人材かがやきセンターに登
録しているVスタッフに活動
の場を提供し，市民目線で
の講座の企画を行う。内容
については，多様化する市
民ニーズに対応するための
企画を充実させる。

市内在
住・在
勤の成
人

６～
７月

4回

1回

うち子ども 主な世代

【参加者数】

地域連携特別講座 ＩＣＴの活用も図りなが
ら，多様化する地域課題の
解決や情報共有の機会をさ
らに幅を広げ，学校や企
業・NPOなどと連携できる
企画をする。

市内在
住・在
勤の一
般成人

未定

うち子ども 主な世代合計

【連携実績】

【実施日】

-

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

６０代・７０代

連携実績数

～

【参加者数】

合計

-

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

事業実績

６～
１２月

-

5回

【連携実績】

主な世代

2回 【実施日】

～

【参加者数】

合計

【連携実績】

うち子ども 主な世代

【実施日】

～

【参加者数】

合計

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

子育て情報交換の場の提供。父
親に参加してもらい，母親の育
児ストレス軽減やリフレッシュ
できるような機会を提供するプ
ログラムとなるよう，更なる内
容の充実に努める。

うち子ども

【実施日】

～

【参加者数】

合計

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

参加者数が少ないことや，市民が動画配信サー
ビス等，スマホを利用して映画を鑑賞する機会
が増えていることから，スマホの基本操作を学
ぶ機会の提供を目的に，スマホ基礎講座に統合
した。

左記のとおり，廃止とする。

-

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【連携実績】

～

連携実績数

-

うち子ども 主な世代

【実施日】

【実施日】

～

【参加者数】

合計

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和６年３月以降実施予定 令和６年３月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】

基本方針

　市中心部における生涯学習および市民活動の拠点として，多様な学習活動やまちづくり活動を支援するとともに，個々人が持つ知識や能力を地域・社会に還元できる機会や場の提供に努める。
 （ア）変化する社会情勢や話題となっている事柄など，多様化する市民ニーズをとらえた魅力的な講座の実施により学習意欲の高揚を図り，誰もが学び活躍できるための社会を考える契機となるよう講座の充実につと

め，「学ぶ人」の支援を行う。
 （イ）親子・親同士・子ども同士の交流を促進するとともに，子育て中の親と，社会を支える多世代との交流を深める場を提供することで，家庭・地域の教育力の向上を図る。
 （ウ）地域大学や専修学校，ボランティアスタッフと，専門知識や経験を活かす機会を提供して人材の育成に努めるとともに，市民目線による生涯学習の推進に努める。
 （エ）地域の特性に応じた生涯学習講座の支援を通して，まちづくり活動を担う人材を発掘し，その育成や活用に努める。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

【連携実績】

重点
項目

事　業　の　概　要

10回行政等が実施する活動や施
策についての学習に加え，
市民の生活課題になってい
る事柄や社会情勢の変化に
対応した内容の拡充，企業
等と連携した講座を企画す
る。また中央生涯学習セン
ターの立地を活かし，地域
の伝統・文化・モノづく
り・人づくりを学習するこ
とで，受講生の知識・識見
の向上につなげ宮に生きる
価値観向上のきっかけとす
る。

市内在
住・在
勤の一
般成人

７～
１２月

◎金曜まなび塾

主な世代

②

家

庭

教

育

支

援

の

充

実

と

学

校

や

地

域

と

連

携

・

協

力

し

た

教

育

活

動

の

推

進

【次年度の方向性】

令和６年２月以降実施予定 令和６年２月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

Ｖスタッフによる企画立案及び運営を基本とし
ていたが，今年度の企画内容は，Ｖスタッフに
よる運営が難しいことから，センター職員が文
人墨客をテーマに再構築し，実施した。充実し
た講師陣であったことから，参加者からも概ね
好評であった。

次年度の企画については，速やかに精査及び確認
を行い，対応する。また，単一のテーマでも対応
可能な講座であることから，常に腹案をもって対
応しながら開催する。

名作・名画鑑賞会 郷土に関わる題材や社会の
関心の高い課題を捉えた作
品を発掘・上映すること
で，当センターを利用した
ことのない幅広い市民に足
を運んでもらえるきっかけ
づくりとする。

市内在
住者

未定 1回

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全５回
中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全２回
中，１回開催）

１２月の実施を踏まえて決定する。
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内容 対象 時期 回数
事業名

事業実績

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
重点
項目

事　業　の　概　要

令和 5 年 7 月 8 日

令和 5 年 8 月 19 日

- 人 - 人

- 回

令和 5 年 5 月 19 日

令和 6 年 2 月 5 日

50 人 0 人

- 回

令和 5 年 10 月 18 日

令和 5 年 10 月 18 日

- 人 - 人

2 回

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易問い合

わせ

1 講座 2 回 50 人

0 講座 0 回 0 人

2 講座 2 回 104 人

1 講座 4 回 79 人

4 講座 8 回 233 人

シニア対象事業

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を
啓発・支援し，生涯学習に
対する市民ニーズに的確に
対応するため，学習施設や
学習機会等の生涯学習関連
情報を収集するとともに，
その情報を市民に提供す
る。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

【今年度の実施状況】

相談者のニーズに応じた具
体的な学習活動への引き上
げや相談者の活動の質の向
上，学習活動中の問題や悩
みの解決の手助けなどを行
う。

学習相談 通年 随時

出展団体数

団体

魅力ある学校づくり
地域協議会などの活
動支援

うち子ども

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

地域応援講座

合計

連携実績数

西原地域講座
【ＣＫＰ】

◎親と子のワクワク
体験講座

子どもたちの社会性の向上
や生きる力の実践スキルを
養うため，日常生活で体験
できない内容や体験の機会
を盛り込むとともに，参加
者同士の交流の更なる促進
を図り，親子の絆を深めて
いけるよう努める。
また，図書室と連携し，本
への関心を持つきっかけと
なるよう，資料や情報の提
供を図る。

随時

うち子ども 主な世代

【連携実績】

【参加者数】

5回

合計

【次年度の方向性】

新成人（二十歳）が地域の
人とともに式典を作り上げ
ることにより，地域社会の
一員としての自覚や，地域
に育てられたことに感謝の
気持ちを持てるようにする
とともに，新成人（二十
歳）が地域の人から学べる
場，地域へ繋がる場として
教育的意義のある事業とし
て開催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

陽北

令和５年度活動事例

-

-

合計

連携実績数

主な世代

～

【参加者数】

【実施日】

魅力ある学校づくり地域協
議会など，地域に根ざした
活力ある教育力向上に取り
組む団体の活動や学校と地
域との交流事業などの支援
を行っていく。

地域団
体

未定 1回地域内の魅力的な資源の掘
り起こしや，歴史について
の学び，地域が抱える課題
の気づきや解決をめざし，
地域住民自らの学びの場と
して開催する。

地域在
住の成
人

-

-

７月以降の実施を踏まえて決定する。

各地域
在住者

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

１月 １日

【連携実績】

【実施日】

うち子ども 主な世代

～

【参加者数】

【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

1回 のべ来場者数 特色

人

【今年度の実施状況】

【今年度の実施状況】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全１６
回中，２回開催）

【連携実績】

【次年度の方向性】

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

西原コミュニティ協議会ほか

各地域の取り組み

１０月以降実施予定 １０月以降の実施を踏まえて決定する。

市内在
住の小
学生と
その保
護者

【実施日】

【今年度の実施状況】

【今年度の実施状況】

７月以降実施予定

未定 各地域
２回

～

７～
８月

-

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

通年

地域の持つ魅力や人材を探
すきっかけづくりに関連す
る企画や，地域の課題解決
や活性化に資する内容を取
り入れることで，地域づく
りの醸成に繋げる。また，
国際交流の理解に繋げられ
る出前講座や地域企業と連
携した講座を企画する。

令和５年度実績

令和５年度講座実績数内訳

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

区分

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

一条

旭

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

事業数
参加者数

講座数

中央生涯学習セン
ター文化祭

１０月

二十歳を祝う成人の
つどい

青少年対象事業

子育て対象事業

計

成人対象事業

実施回数

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

回人

全市民

内訳（：件）

中央生涯学習センターを利
用する文化団体の相互交流
を図り，日ごろの学習成果
を発表することにより，参
加者のみでなく一般市民へ
広く周知するとともに，生
涯学習を推進する機会とす
る。また，担当の地域コ
ミュニティセンターで活動
する団体へも参加を促し，
交流を図る。

中央生
涯学習
ｾﾝﾀｰ利
用団
体，地
域ｺﾐｭﾆ
ﾃｨｾﾝﾀｰ
利用団
体及び
一般市
民

②

家

庭

教

育

支

援

の

充

実

と

学

校

や

地

域

と

連

携

・

協

力

し

た

教

育

活

動

の

推

進

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【次年度の方向性】

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 29 日

令和 5 年 9 月 29 日

- 人 - 人

- 回

令和 5 年 5 月 16 日

令和 5 年 12 月 19 日

110 人 0 人

- 回

令和 5 年 6 月 2 日

令和 6 年 1 月 19 日

44 人 0 人

- 回

令和 5 年 11 月 18 日

令和 5 年 11 月 25 日

- 人 - 人

2 回

令和 6 年 2 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

- 人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 1 日

令和 5 年 7 月 29 日

- 人 - 人

- 回

令和 5 年 5 月 11 日

令和 5 年 12 月 16 日

228 人 113 人

- 回

令和 5 年 8 月 1 日

令和 5 年 8 月 3 日

- 人 - 人

2 回

②

地

域

・
学

校

・

家

庭

が

連

携

・

協

力

し

，

一

体

と

な
っ

た

教

育

活

動

の

推

進

未定 2回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

９月以降実施予定 ９月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

-
【連携実績】

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】
-

事業名

東雲塾 高齢者が年齢にふさわしい社
会的能力を高め，明るく健康
で充実した生活を送るため，
知識・健康・レクリエーショ
ン等の学習を行う。

市内在
住・在
勤の６
５歳以
上の方

６～
１月

6回 【実施日】

【連携実績】

★おとなの学びの
講座

現在を生きていく中で起こって
いるさまざまな課題を取り上
げ，それらの問題を掘り下げて
理解する中で，解決するための
考え方やノウハウを学んでい
く。

市内在
住・在
勤の２
０歳以
上の方

１１月 ２回 【実施日】

【連携実績】

働き世代の土曜講
座

令和５年度　東生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　東部地区における生涯学習の拠点として地域住民の学習活動を支援するとともに，社会教育やまちづくりなどを通して，地域に学習成果を還元する。

（ア）複雑かつ多様化する社会環境や市民ニーズに対応するため，地域住民が生活課題の解決や学ぶ楽しさを実感できるような魅力ある事業を展開する。
（イ）子育て世代を支援するため，学校や地域と連携しながら，親同士の交流機会の充実や，仲間づくりのネットワークが構築できるような事業を推進する。
（ウ）市民の学んだ成果を活動につなげるため，地域の各種団体やボランティア団体等と積極的に連携しながら，市民が地域で活動する機会や場の提供を行い，地域力の向上を目指す事業を推進する。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

事業実績 評価 今後の方針

ふれあい塾
【Ｖスタッフ】

様々な課題についてグループ
ワークを行いながら考えると
ともに，受講生同士の交流を
深める。

市内在
住・在
勤の２
０歳以
上の方

５～
１２月

8回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
９回中，２回開催）

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器への使用への
対応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

地域内
の一般
成人

７月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

-
【連携実績】

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】
-

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
６回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

７０代

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】
-

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

１１月以降実施予定 １１月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

-

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】
まちづくりセンター（まちぴあ）

子育てや仕事で忙しい世代を対
象に，現代の課題や自己実現に
取り組み活躍している人を講師
として講話やワークショップな
どを行い，これからの生き方や
働き方について一度立ち止まっ
て考える機会を提供する。

市内在
住の１
８～お
おむね
５０歳
くらい
までの
方

１月～
２月

３回 【実施日】

【連携実績】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

２月以降実施予定
（実施日は未定）

２月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

-

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】
-

親子でＤｏｉｎ
ｇ

様々な体験を通して，親子の
絆を深める。
地域人材の協力を得て地域教
育力の向上を目指す。

市内在
住の小
学3，
４年生
とその
保護者

７～８
月

3回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

～

【連携実績】

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

４０代

すくすく子育て
講座

季節の行事や体操・音楽鑑賞
などを通して，親子のふれあ
いを深め，生き生きとした親
子関係を育むとともに，子育
てについての知識や技術を学
び，健やかな子育てができる
よう支援する。また，参加者
同士の交流をはかり仲間づく
りを促す。

乳幼
児・児
童と保
護者

５～
１２月

9回 【実施日】

【連携実績】
連携実績数

主な世代

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
６回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

３０代

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動を支援す
る。

地域団
体

通年 随時
令和５年度活動事例

市内在
住の小
学4～
6年生

８月 3回 【実施日】

【連携実績】

①

地

域

住

民

の

学

習

意

欲

の

高

揚

と

生

活

の

向

上

に

資

す

る

事

業

の

推

進

【次年度の方向性】【今年度の実施状況】

連携実績数

国際交流プラザ，宇大国際学部附属文化公共圏セ
ンターHANDS

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

合計 うち子ども

-

◎子ども国際理
解サマースクー
ル

参加型の活動を通して，「協
力・相互理解」などの力を養
う。また，外国人と身近に接
し，異文化に触れることによ
り，外国に目を向けるきっか
けや国際理解の推進を図る。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

5



内容 対象 時期 回数
事業名重点

項目

事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

事業実績 評価 今後の方針

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計 簡易問い合わせ

2 講座 3 回 154 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 3 回 228 人

0 講座 0 回 0 人

3 講座 6 回 382 人

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

出展団体数

二十歳を祝う成
人のつどい

令和５
年度成
人（二
十歳）

１月 １日

泉が
丘

東生涯学習セン
ター
文化祭

東生涯学習センター及び地域
コミュニティセンター登録団
体に学習成果発表の場を提供
することにより，親睦を図
り，仲間づくりを進め，さら
に質の高い生涯学習活動を推
進する。

東生涯
学習セ
ンター
登録団
体及び
一般
（地域
住民）

１０月 1回
のべ来場者数 特色

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

令和５年度講座実績数内訳

内訳（：件）

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

陽東

中学
校区

実施委員数

情報収集・提供

計

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和5年度実績

実施委員会
実施回数

各地域の取り組み

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 8 月 23 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 5 月 23 日

令和 5 年 11 月 28 日

人 0 人

- 回

令和 5 年 6 月 15 日

令和 5 年 12 月 21 日

人 0 人

2 回

令和 5 年 5 月 26 日

令和 5 年 9 月 22 日

人 0 人

- 回

令和 5 年 6 月 14 日

令和 5 年 12 月 13 日

人 14 人

1 回

令和 5 年 6 月 17 日

令和 5 年 10 月 14 日

人 12 人

2 回

令和 5 年 7 月 25 日

令和 5 年 8 月 4 日

人 - 人

1 回

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

②
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
と
学
校
や
地
域
と
連
携
・
協
力
し
た
教
育
活
動
の
推
進

うち子ども 主な世代

-

うち子ども 主な世代

７０代

うち子ども

地域内
の一般
成人

未定 2回 【実施日】

7回 【実施日】

～

【参加者数】

合計

17

【連携実績】

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

宇都宮美術館，明保地区明るいまちづくり協議会

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

８月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）

８月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

合計

-

【連携実績】

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

健康など現代の生活に必要な
知識の向上に関する学習を行
うとともに，運動を伴ったレ
クリエーションや創作活動を
通して受講者同士のつながり
が深まるようコミュニケー
ション活動を取り入れる。

一般成
人

宇都宮再発見！ 戦前・戦後を通して日本人の
価値観・経済・文化・産業な
どが大きく変化した「昭和」
という時代にスポットをあ
て，宇都宮の歴史を再確認す
るとともに，未来を考える機
会とする。

一般成
人

５～
９月

4回 【実施日】

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】連携実績数

うち子ども

【参加者数】

合計

41

主な世代

６０代

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

わくわくサマー
スクール

夏休みを利用して様々な体験
学習を行い，好奇心や想像
力，思考力を培う。また他校
の仲間との交流を深めると共
に，栃木県立博物館等近隣施
設を活かした館外学習や，宇
都宮環境行動フォーラムと連
携した環境保全に関する体験
講座等，子どもの自発的な学
びの場を提供する。

小学4
年生～
6年生
（市内
在住・
通学）

７～８
月

6回

◎親子トライ&
ゴー

市内大学等と連携を図り，プ
ラネタリウムの創作など様々
なアクティビティを行う中
で，親子の絆を深めながら，
生活に役立つ知識や体験を共
有することにより，家庭の総
合的な教育力の向上を図る。

６～
１２月

すくすく子育て
講座

シニア快活！元
気講座
【Vスタッフ】

Vスタッフが主体となって，
受講者の関心が高い活動や，
宇都宮と関わりの深いテーマ
を中心に講座企画を行う。ま
た，地域ゆかりの「雨情文
化」の紹介など，地域の人材
にも講師として協力を得なが
ら，受講者に有用な知識を深
め，交流を促進し，生きがい
づくりにもつながる学習の場
とする。

５０歳
以上の
方（市
内在
住・在
勤）

５～
１１月

6回

◎西楽アカデ
ミー
【CKP】

事業名

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

-

～

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

子育ての学習やレクリエー
ションを通して親子のふれあ
いを深め，仲間づくりや子育
ての情報交換の場となるよう
支援する。
また，子育ての知識・技術を
身につけ，家庭の教育力の向
上を図る。

１歳～
３歳の
乳幼児
とその
親

６～
１２月

6回

令和５年６月３０日現在，開催途中。（６
回中，１回開催）

【実施日】

連携実績数

【今年度の実施状況】

宇都宮大学工学部・国際交流協会

-

【連携実績】

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

うち子ども 主な世代

小学生

富士見まちづくり推進協議会

【実施日】

～

【参加者数】

合計

～

【参加者数】

合計

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】連携実績数

【連携実績】

うち子ども

28

主な世代

～

【参加者数】

合計

22

【連携実績】

作新学院高等学校

【実施日】

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

今後の方針評価

【次年度の方向性】【今年度の実施状況】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
６回中，２回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】

【実施日】

～

【参加者数】

合計

47

【連携実績】

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

主な世代

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（７
回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年６月３０日現在，開催途中。（４
回中，２回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

-

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

小学生

【連携実績】

うち子ども 主な世代

７０代

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

令和５年度活動事例

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

小学校
１年生
～３年
生とそ
の保護
者(市
内在
住・通
学)

６～
１０月

5回

地域団
体

通年 随時

７月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年度　西生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

「令和5年度生涯学習センター事業運営の考え方」に基づき，生涯学習及び市民活動の拠点として，新型コロナウイルス感染症対策の動向に配慮しながら，オンライン等の活用も含めた多様な学習機会の提供や，地域コミュ
ニティの強化に向けて，まちづくり活動を支援するとともに，ボランティアなど地域で活動する団体と連携も図りながら，学んだ成果を地域に還元できる機会の提供に努める。

（ア）「学ぶ楽しさ」を感じ,「仲間づくり」につながる講座，「生活課題の解決」に資する講座を実施する。
（イ）地域の人々と子育て世代の親やその子どもたちとが交流する機会，次世代を担う青少年と子育て世代の親子が交流する機会，また子育て世代の親同士が交流する機会を充実させた「参加交流型講座」を学校や地域と
連携を図りながら実施する。
（ウ）地域社会を支える人材育成と学習成果の活用促進を図るため，地域の魅力を再認識し愛着を育む講座や，学んだ成果を活かし，地域活動や交流の促進につながる講座を実施する。

７月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年６月３０日現在，開催途中。（５
回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

７月以降実施予定

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績
事業名

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

今後の方針評価

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 10 月 24 日

令和 5 年 12 月 5 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 11 月 30 日

令和 5 年 11 月 30 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 8 日

令和 5 年 7 月 8 日

人 - 人

0 回

2 講座 3 回 58 人

0 講座 0 回 0 人

2 講座 2 回 50 人

1 講座 2 回 47 人

5 講座 7 回 155 人

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る
地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を
活
動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

宮の
原

人

実施委員会
実施回数

回

全市民 通年 随時 令和５年度活動事例 【今年度の実施状況】

地域コミュニ
ティの促進
【ＣＫＰ】

地域のニーズに沿った課題解
決や地域住民のコミュニティ
の促進を図る。

持続可能なまち
づくり
【ＣＫＰ】

-

中学
校区

実施委員数

明保地
域住民

～

【参加者数】

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

二十歳を祝う成
人のつどい

明保地区の地域資源（雨情文化
や企業）を学ぶことにより，地
域の良さを再発見し，地域活動
に関心を持つきっかけづくりを
推進する。

-

うち子ども 主な世代

-

陽西

学習相談 相談者のニーズに応じて具体
的な学習活動へつなげるとと
もに，相談者の活動の質の向
上，学習活動中の問題や悩み
の解決に向けた支援などを行
う。

全市民

0 0 0

団体

西生涯学習セン
ター文化祭

西生涯学習センター利用者な
どの各種団体や地域・学校・
企業が一体となって事業を展
開することにより，特色ある
地域文化の向上ならびに生涯
学習の推進，地域住民の連帯
意識の高揚を図ることを目的
とする。

通年

西生涯
学習セ
ンター
利用者
及び一
般市民

来館 電話 FAX Ｅメール 合計
簡易問い
合わせ

のべ来場者数

人

クールシェア・
コンサート

近隣地区の住民を対象に，夏
季に公共施設で涼しさを分け
合いながら演奏会を開催す
る。演奏会を通して，より多
くの地域住民に生涯学習への
関心を持ってもらう機会とす
る。

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

主に
桜・富
士見・
明保地
区内の
市民

７月 1回

令和5
年度成
人（二
十歳）

１月 １日

１０月

富士見
地域住
人

７月 1回 【実施日】

うち子ども 主な世代

-

７月

-

出展団体数

【実施日】

～

【参加者数】

1回 【実施日】

わがまち桜から
見る宇都宮の歴
史【ＣＫＰ】

宇都宮の歴史のなかで，自分
たちの住むまちがどのような
役割を果たし，どのように変
容してきたかを知ることによ
り，地域への理解を一層深
め，愛着心を高めることで，
まちづくりのさらなる推進を
図る。

桜地域
住民

桜地域まちづくり協議会

合計

実施日未定

【連携実績】

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【今年度の実施状況】

-

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

主な世代

1回

合計

うち子ども 主な世代

６０代

各地域の取
り組み

【実施日】

～

【参加者数】

【連携実績】

連携実績数

-

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

うち子ども

～

【参加者数】

合計

１０～
１１月

4回

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

１１月以降実施予定 １１月以降の実施を踏まえて決定する。

特色

【今年度の実施状況】

7月以降実施予定 7月以降の実施を踏まえて決定する。

【次年度の方向性】

内訳（：件）

その他

0

合計

令和５年度実績

0 0 0

-

【連携実績】

連携実績数

随時

計

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

【次年度の方向性】

今後の実施を踏まえて決定する。

１０月以降実施予定 １０月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 4 日

令和 5 年 9 月 4 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 6 月 9 日

令和 5 年 12 月 1 日

人 0 人

1 回

令和 5 年 6 月 8 日

令和 5 年 6 月 22 日

人 0 人

1 回

令和 5 年 5 月 11 日

令和 5 年 5 月 25 日

人 0 人

1 回

令和 5 年 7 月 6 日

令和 5 年 7 月 13 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 5 月 10 日

令和 5 年 7 月 12 日

人 51 人

- 回

令和 5 年 10 月 4 日

令和 5 年 12 月 6 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 8 月 2 日

令和 5 年 8 月 9 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 26 日

令和 5 年 7 月 27 日

人 - 人

- 回

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
４回中，３回開催）

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

９月以降実施予定 ９月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

定員が３０人のところ，各回の参加者が１
０人前後と少なかったことから，参加者希
望者が増加するよう，周知を工夫していく
必要がある。また，アフターコロナの影響
か，座学形式の講座よりも実習及びワーク
ショップを希望する声が多かったことか
ら，検討していく。

アフターコロナ後の人々の生活様式の変化
に伴い，衣食住のニーズが求められている
ことから，継続して開催する。

定員が２０人のところ，各回の参加者が１
０人前後と少なかったことから，参加者希
望者が増加するよう，周知を工夫していく
必要がある。

全体的に好評であることや，健康に関する
市民の関心は高く，運動を継続して行うこ
とができるニーズが多く求められているこ
とから，継続して開催する。

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

７月以降の実施を踏まえて決定する。

１０月以降実施予定 １０月以降の実施を踏まえて決定する。

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

７月以降実施予定

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
６回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

★健康講座 健康寿命・平均寿命について
考え，健康を保つための知
識・運動を学ぶ。

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

市内在
勤在住
のスマ
ホ初心
者

７月 2回 【実施日】

明治安田生命保険相互会社

市内在
住，通
勤の成
人

５月

◎シニアセミ
ナー南悠塾

シニア世代の受講者が，学び
を通して交流を図り教養を深
めることで，充実した日々を
送る手助けをする。

市内在
住，通
勤の６
０歳以
上の方

６～
１２月

6回

暮らし彩り講座 人生１００年時代，セカンド
ライフ充実に向けて，プレシ
ニア世代の衣・食・住の暮ら
しを彩るアイディアを学ぶ。

市内在
住，通
勤の成
人

６月 3回

2回 【実施日】

７０代

合計 うち子ども

重点項
目

事　業　の　概　要
事業実績

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

保健所出前講座

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

宇都宮市南消防署

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

23

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

-

主な世代

-

基本方針

「令和５年度生涯学習センター事業運営の考え方」に基づき，地域住民の生涯学習ニーズや地域及び全市的な課題に応じた学習支援をするとともに，地域の学習情報拠点として地域団体等と連携し情報の発信や地域で活躍できる人
材の育成を図る。
（ア）地域の特性や課題及び社会的に関心の高い課題に応じた学習支援を行い，積極的に地域まちづくり活動に参加する人材の育成に取り組む。
（イ）増加する高齢者の健康を保ち生きがい創出につながる講座や，子育て世代の不安を解消し，親子双方の成長を促す講座，豊かで実りある生活設計のための講座など，幅広い世代を対象に多様な学習の提供を図る。
（ウ）地域でのボランティア活動や，地域のまちづくり活動を支援し，学習の成果や経験を活かせる機会と場の提供などに努める。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

令和５年度事業実績・評価・今後の方針
評価 今後の方針

事業名

宇都宮再発見講
座

映画・テレビドラマのロケ地
として人気の高い大谷地区を
映像で紹介すると同時に，今
昔を比較しその人気の秘密を
探る。

市内在
住，通
勤の成
人

７月 2回 【実施日】

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

41 70代

41 ７０代

【連携実績】

連携実績数

プログラミング
入門講座

小学校で必修科目となったプ
ログラミングの基礎を学び，
創造力・問題解決能力・論理
的思考力を身に付ける一助と
する。

市内在
住の小
学生

７月 2回

★親子で学ぶ作
文の書き方講座

作文の書き方を基礎から学ぶ
ことで，「考え」を文章にま
とめる力を養い，コミュニ
ケーション力をつける一助と
する。

市内在
住の小
学４～
６年生
の児童
とその
保護者

８月 2回

～

【参加者数】

-

【参加者数】

合計 うち子ども

合計 うち子ども 主な世代

112 ３０代

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【参加者数】

【実施日】

～

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

～

【実施日】

【実施日】

合計

令和５年度　南生涯学習センター事業計画・事業実績

-

【実施日】

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- 小学生

【連携実績】

【実施日】

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

～

【参加者数】

６０代

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

4回

すくすく子育て
応援講座（後
期）

すくすく子育て
応援講座（前
期）

親子が楽しみながら触れ合
い，同じ立場の親同士が育児
の悩みや楽しさを分かち合い
ながら交流を図る。

市内在
住の首
すわり
～１歳
前後の
幼児と
その保
護者

５～７
月

-

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

～

主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

親子で遊びや運動をすること
でふれあいを深め，同じ立場
の親同士が育児の悩みや楽し
さを分かち合いながら孤立し
がちな子育て世代の仲間づく
りのきっかけとする。

市内在
住の２
～３歳
の子ど
もとそ
の保護
者

１０～
１２月

3回

【実施日】

うち子ども 主な世代

-

9



内容 対象 時期 回数
重点項

目
事　業　の　概　要

事業実績
令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

令和 5 年 8 月 3 日

令和 5 年 8 月 3 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 8 月 1 日

令和 5 年 8 月 8 日

人 - 人

2 回

2 講座 5 回 64 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 7 回 112 人

1 講座 1 回 41 人

4 講座 13 回 217 人

②

地

域

・

学

校

・

家

庭

が

連

携

・

協

力

し

，

一

体

と

な
っ

た

教

育

活

動

の

推

進

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

④

持

続

的

に

地

域

住

民

の

学

習

や

活

動

，

交

流

を

支

援

す

る

地

域

教

育

の

基

盤

の

強

化

シニア対象事業

令和５年度活動事例
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

計

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

8月以降の実施を踏まえて決定する。

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

8月以降実施予定

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時

地域住民やセンター利用者が
一致協力して，関連事業を展
開することにより，特色ある
地域文化の発展並びに生涯学
習の理解と推進，地域住民の
連帯意識の向上を図る。

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時

南生涯学習セン
ター文化祭

南生涯
学習セ
ンター
利用団
体及び
一般市
民

通年 随時

１月

８月

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

１回コロナ禍で変遷していく人間
関係，親と子，子と子，親と
親等コミュニケーションの取
り方を親子で学ぶ。

★親子で学ぶコ
ミュニケーショ
ン講座

市内在
住の小
学４～
６年生
の児童

小学4～6年生の児童が，他
の学区の児童と親睦を深めな
がら実験や工作などを通して
夏休みの自由研究などの一助
とする。

夏休み小学生講
座

８月

市内在
住の小
学４～
６年生
の児童
とその
保護者

3回

１０月 1回
特色

簡易問
い合わ

せ

団体 人

出展団体数 のべ来場者数

１日

主な世代

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

宇都宮大学工学部・宇都宮市環境保全課

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

合計

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り
組み

【実施日】

～

令和５年度活動事例

陽南

若松
原

令和５年度実績

内訳（：件）

小学生

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

中学
校区

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計

-

【連携実績】

連携実績数

【実施日】

～

【参加者数】

【今年度の実施状況】

うち子ども

【今年度の実施状況】

-

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 8 月 29 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 6 月 14 日

令和 5 年 12 月 13 日

人 0 人

- 回

令和 5 年 6 月 16 日

令和 5 年 6 月 23 日

人 0 人

- 回

令和 5 年 10 月 5 日

令和 5 年 10 月 5 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 11 月 9 日

令和 5 年 12 月 7 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 6 月 3 日

令和 5 年 7 月 8 日

人 0 人

- 回

令和 5 年 9 月 8 日

令和 5 年 9 月 15 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 5 月 20 日

令和 5 年 12 月 16 日

人 16 人

1 回

令和 5 年 7 月 22 日

令和 5 年 8 月 19 日

人 - 人

- 回

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

【実施日】

防災講座 地台風・大雨など，自然災害
への備えを学び，地域防災の
課題解決につなげていく。

一般成
人

６月

うち子ども合計 主な世代

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

合計 うち子ども

-

3回

-

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

グリーントラスト（レッドパイン）

うち子ども

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

29 ６０代

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

７・
８月

2回 【実施日】

【実施日】

～

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

８月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）

８月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

- -
【連携実績】

連携実績数  【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

参加者からは，「栃木県の気象情報の利活
用について知ることができた。」「ＨUG
（避難所運営ゲーム）については，臨場感
を持って取り組むことができ，大変有意義
な経験だった。」などの感想があったほ
か，満足・やや満足の回答が8割を超えて
おり，講座の成果をあげることができた。
また，対象者を地域防災への関わりや関心
のある人と限定したことから，参加者の多
くが，地域防災のリーダーである自主防災
会関係者や地域役員であり，地域の防災意
識の向上につなげることができた。

防災会関係者や地域役員が交代する年数を
踏まえて実施するなど，より効率的・効果
的な開催間隔を検討する。

事業名

4回

-
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【実施日】

～

【参加者数】

【実施日】

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

地域内
の一般
成人

26 ７０代
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

28 ３０代

【連携団体等名称（企業・学校含む）】連携実績数

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【実施日】

～

-

【連携実績】

1回 【実施日】

-

～

【参加者数】
合計 主な世代

-

-

【連携実績】
連携実績数

和文化入門講座 楽しく日本文化の粋に触れ，
また，国際化の流れの中で自
国の文化を知り，和の心を
もったコミュニケーション能
力を養う。

一般成
人

１１～
１２月

5回

-

うち子ども 主な世代

【実施日】

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

～

【参加者数】

聴いて読む名作 【実施日】

～

【参加者数】
合計

-
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

青少年リーダー
養成講座

日常生活では経験できない体
験をすることにより，社会や
地域などについて学習する。
また，同学年や別学年の児童
がともに学ぶことを通して，
物事に積極的に取り組むこと
のできるリーダーの資質を磨
く機会とする。

戸祭地
区の小
学校高
学年

７月

【実施日】

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

うち子ども 主な世代

１０月以降実施予定

- -

【今年度の実施状況】

基本方針

　地域に居住する一人ひとりが生きがいを持ち，充実した日々を過ごすことができるよう，主体的に継続して学んでいくための機会を提供するとともに，今後とも地域の活力が持続されるよう，子育て，環境，まちづくりに関わる
人材育成など地域が持つ課題に対応した事業を実施する。
（ア）一人ひとりの学習意欲を向上させることができるよう，社会の変化に対応できる知識の習得，社会への参画や人との交流を促していく講座のほか，伝統文化や教養を高める講座を実施する。
（イ）子育て世代の保護者の気づきや子育てに必要な知識等を得ることができるよう，参加交流型の講座を実施するとともに，子どもたちが知的探究心や創造する力を高め，地域の自然や伝統工芸などを学ぶ体験活動等を行う。
（ウ）地域への理解や愛着を深めるとともに，住みやすい，より良い地域としていくための課題に気づくきっかけとすることができるよう，地域を構成する自然や歴史などを学ぶ講座を実施する。
（エ）生涯学習活動の活性化と地域住民の学習や活動を持続的に支援するため，センター利用団体と協働による講座の実施や施設環境の充実を図る。

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
６回中，１回開催）

【次年度の方向性】
７月以降の実施を踏まえて決定する。

北洲塾
【Vスタッフ（一
部）】

生きがいづくりや仲間づくり
を目的に幅広い分野を身に着
け，地域社会への参加の輪を
広げる。
※【うち２回をVスタッフ企
画講座として実施予定】

市内在
住・通
勤の６
５歳以
上の方

６～
１２月

6回

-

重点
項目

事　業　の　概　要
事業実績

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

【今年度の実施状況】

評価 今後の方針

-

主な世代
- ４０代

親子自然探検隊 地域の未来を担う世代（子育
て世代とその子ども）が，地
域の保全グループと交流しな
がら自然に親しむことを通し
て，生物多様性の大切さを知
り，守ることの意義を知る機
会とする。

小学生
以下の
子ども
とその
保護者

５～
１２月

5回

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

32 ４０代

【連携実績】

親子でチャレン
ジ

親子が一緒に様々な体験活動
（伝統工芸品作りや工作な
ど）を行い，互いが認め合い
尊重し合いながら親子の絆を
深めるとともに，参加者同士
の交流を図り，社会性の拡大
を図る。

小学１
年生か
ら４年
生とそ
の保護
者

７～
８月

６～
７月

3回

2回子育て世代のア
ンガーマネジメ
ント講座

子育て世代の保護者がアン
ガーマネジメントについて理
解することにより，子育てへ
の気づきや課題解決の方法を
学ぶ。

子育て
中の保
護者

９月

未就学
児を持
つ親

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

７月以降の実施を踏まえて決定する。令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
３回中，２回開催）

１０月以降の実施を踏まえて決定する。

１１月以降実施予定 １１月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【参加者数】

プロのアナウンサーの朗読を
聴くことで，日本の古典をよ
り深く味わうとともに，朗読
への興味関心を高め，朗読の
コツ等を学ぶ。

一般成
人

１０月 2回

合計

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

９月以降実施予定

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

９月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
５回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】

令和５年度　北生涯学習センター事業計画・事業実績

実施日未定 今後の実施を踏まえて決定する。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

子育てパパ・マ
マ応援講座

乳幼児期に育てたいこと（発
達課題や生活経験），親とし
ての心得（自我が芽生えた子
どもへの接し方）をグループ
ワークを行いながら学ぶ。ま
た，ワークライフバランスの
視点から，育休復帰への心構
えや様々な課題を乗り越える
方法などをZoomを使い学
ぶ。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
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内容 対象 時期 回数
事業名

重点
項目

事　業　の　概　要
事業実績

令和５年度事業実績・評価・今後の方針
評価 今後の方針

令和 5 年 7 月 27 日

令和 5 年 7 月 27 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 11 月 20 日

令和 5 年 11 月 27 日

人 - 人

- 回

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

2 講座 3 回 55 人

0 講座 0 回 0 人

2 講座 3 回 60 人

0 講座 0 回 0 人

4 講座 6 回 115 人

-

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る
地
域
教
育
の
基
盤

の
強
化

各地域の取り
組み

実施委員会
実施回数

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連

携
・
協
力
し
，
一
体
と
な
っ

た

教
育
活
動
の
推
進

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成

果
を
活
動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

サークル活動体
験

サークル活動に興味関心のあ
る人が，気軽に活動に参加で
きるよう支援するため，北生
涯学習センター利用団体と協
働で，サークル活動を体験で
きる講座を実施し，生涯学習
活動をはじめるきっかけ作り
とする。

一般市
民

2月 １０回
程度

【実施日】

2回 【実施日】

-
【連携実績】

【実施日】

【参加者数】
合計 うち子ども

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

４０代

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

～

【参加者数】
合計

１１月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

来館 電話

星が
丘

主な世代

-

令和５年度活動事例

人

【連携実績】
連携実績数

～

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者が取り組む活動の質の
向上，学習活動中の問題や悩
みの解決の手助けなどを行
う。

全市民 通年 随時

北生涯学習セン
ター文化祭

北生涯学習センターを拠点に
活動している団体等の学習成
果の発表の場を提供する。

北生涯
学習セ
ンター
利用団
体及び
一般市
民

 １０月 1回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時

★郷土の歴史を
学ぶ【CKP】

中世宇都宮氏の足跡を学ぶこ
とで，郷土愛への機運を作る
とともに，郷土の文化に関す
る知識を身につけ，地域社会
への参加のきっかけ作りを図
る。

一般成
人

１１月

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

通年

宝木

出展団体数 のべ来場者数 特色

団体

昔あそび体験講
座

小学生
とその
家族

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

ない遊びへの挑戦や子ども同
士，ボランティア等とのふれ
あいを深める。

７月 1回

中学
校区

実施委員数

令和５年度活動事例随時

１月 １日

うち子ども 主な世代
-

0 0

令和５年度実績

内訳（：件）

0 0 0 0 0

FAX Ｅメール その他 合計
簡易問い
合わせ

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

令和５年度講座実績数内訳

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

つくしんボ（ボランティア団体）

計

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

成人対象事業

青少年対象事業

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

子育て対象事業

シニア対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
実施日未定 今後の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
１１月以降実施予定

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 14 日

令和 6 年 2 月 28 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 5 月 9 日

令和 6 年 2 月 16 日

人 42 人

- 回

令和 5 年 7 月 27 日

令和 5 年 10 月 10 日

人 - 人

2 回

令和 5 年 5 月 21 日

令和 5 年 9 月 27 日

人 65 人

- 回

130

～

事業名

きらきらセミ
ナー

幅広い世代が交流するきっか
けづくりと，社会性や適応力
を高めるため，学びをとおし
て個々の教養を深めて人間力
を高め心の豊かさに繋げる。

地域内
の成人

７～
１月

4回 【実施日】

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【連携実績】

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

３０代

各地域の取
り組み

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日 中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

５～
３月

40回 【実施日】

84

【連携実績】

◎ひらり発見講
座

地域団体との連携により，身
近な地域団体の活動を地域に
広め地域理解に繋げるととも
に，地域資源を活かし地域に
関心を持ち，地域活動の活性
化や郷土愛を生む促進に繋げ
る。

地域内
の成人

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

◎親子の広場
「はぐはぐ」

・乳児を持つ親と子ども（子
育て中の親子）が気軽に集
い，母親同士の情報交換，育
児相談を行う。
・年7回のお楽しみ講座「は
ぐはぐ⁺」において，家族で
参加できる企画も取り入れ拡
充を図る。

主に乳幼
児（０～
３歳）を
持つ子育
て中の親
子

わくわく教室 多文化共生の推進につながる
体験活動や交流を通じて，仲
間との関わりを深めるととも
に，育成会と連携しながら異
世代との交流を通じて，少年
の生きる力を育む。

地域内
の小学
生

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

５～９
月

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

令和５年度　平石生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　平石地区においては，少子高齢化の進行，特に高齢化が顕著であるとともに，核家族化の進行や地域コミュニティの希薄化などにより，地域を担う活動者の固定化や若い世代の活動者が少ない
ことなどから，地域活動の活性化や新たな人材の発掘・育成が必要となっている。
こうしたことから，子どもから高齢者に至るまでの幅広い世代を対象に，地域住民が健康で生き生きとした生活を送り，学んだ成果が地域活動への参加や次代を担う地域リーダーの育成に結び付
くきっかけとなるよう，交流による仲間づくりや身近な地域の魅力の再発見による郷土愛の醸成を図る講座を実施する。
　また，保健福祉の東部地区の拠点としての利点を最大限生かし，まちづくり支援グループと保健福祉グループが連携し，地域住民の健康づくりや子育てに関する講座など，特色ある事業を積極
的に展開していく。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

7月以降実施予定 7月以降の実施を踏まえて決定する。

-

-

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

地域内
の一般
成人

未定 1回

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
3回中，2回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】3回 【実施日】

-

７～
８月

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

7月以降実施予定 7月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
17回中，3回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

実施日未定 今後の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【実施日】

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す

る
事
業
の
推
進

鬼怒 人 回

2回 【実施日】

主な世代

-

令和５年度活動事例

～

【参加者数】

合計 うち子ども

-

通年 随時

平石地区まちづくり協議会，
宇都宮市国際交流プラザ

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推

進

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数
事業名

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

1 講座 2 回 130 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 3 回 84 人

0 講座 0 回 0 人

2 講座 5 回 214 人

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

人

のべ来場者数 特色

団体

平石生
涯学習
セン
ター利
用団体
及び一
般市民

１１月 1回
出展団体数

平石地区文化祭
（同時開催：農
業祭）

小・中学生の作品展示や，平
石地区福祉施設や平石生涯学
習センター利用団体による学
習成果を発表することで，文
化活動や生涯学習を推進する
機会とする。また，参加する
ことにより，地域住民との連
帯意識高揚を図る。

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上のほ
か，学習活動中の問題や悩み
の解決の手助けなどを行う。

全市民

その他 合計
簡易問い
合わせ

0 14 12

通年 随時

来館 電話 FAX Ｅメール

11 3 0 0

令和５年度実績

内訳（：件）

計

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る

地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 8 月 22 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 11 月 10 日

令和 5 年 11 月 10 日

人 - 人

3 回

令和 5 年 9 月 21 日

令和 5 年 12 月 - 日

人 - 人

2 回

令和 5 年 6 月 27 日

令和 5 年 12 月 7 日

人 6 人

2 回

令和 5 年 8 月 1 日

令和 5 年 8 月 1 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 8 月 8 日

令和 5 年 8 月 8 日

人 - 人

1 回

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

事業実績 評価 今後の方針

～

【参加者数】

合計

チャレンジ遊び
塾

日常生活では体験できない
「遊び」や「学び」を通じ
て，新たな物事への好奇心や
チャレンジ精神を育む。

地区内
小学生

親子のふれあいを通し，親子
の絆を深めるとともに，同世
代の保護者同士の交流を深
め，子育て世代の不安解消を
図り，生き生きとした親子関
係を育む。作新学院大学との
連携により，専門的な学習内
容を提供するとともに，受講
者がオンラインか対面を選べ
るようにするなど，学習機会
の充実を図る。

地区内
の未就
学児と
その保
護者

５～12
月

3回 【実施日】

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

うち子ども

2回 【実施日】

【連携実績】

連携実績数

-

7・
8月

1回 【実施日】

～

【参加者数】

本田技研工業（株）パワートレインユニッ
ト製造部

-

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

清原地域振興協議会，作新学院大学

作新学院大学，地域保健福祉担当（東部）

主な世代

３０代

合計

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

清原の魅力を発
信しよう!!
講座

LRTの開通を見据えた「まち
づくり」や清原地区における
観光振興を図るため，地域住
民が地区の歴史・文化や農産
物などの地域資源の魅力を幅
広く学び，わがまち意識の醸
成を図るとともに，SNS等を
活用した情報発信や，新たな
賑わいの創出が図れるような
講座を開催する。

地区内
住民

5～12
月

3回 【実施日】

青少年指導者・
育成者研修会

地区の子ども会の役員や育成
会役員など，地域で子育てに
関わる人材のスキルアップを
図り，地域における教育力の
向上を図るもの。
ゆいの杜地区の人口増加に伴
い，外国人住民も増加してお
り，地域における相互理解の
必要性が高まっていることか
ら，地区国際交流協会等と連
携を図り，外国人家族との交
流や生活課題の解決を目的と
した講座を開催する。

地域内
青少年
育成関
係者

5～12
月

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

作新学院大学，青少年育成協議会，
子ども会育成連絡協議会

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

二十歳を祝う成
人のつどい

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

地区内
小学生

企業体験教室 清原工業団地の企業との連携
による講座を開催し，「日本
のものづくり」の偉大さや，
日本を代表する企業が地域に
あることを認識させ，子ども
達の郷土の誇りと愛着を育
む。

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日 中学校
区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の
取り組み

清原 人 回

令和５年度　清原生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　ＬＲＴの開通を見据えた「まちづくり」や地域の観光振興を推進していくため，次世代のまちづくりを担う人材の育成が不可欠である。
このようなことから，地域住民一人ひとりがまちづくりの推進力となるよう，人材育成に資する講座を開催するとともに，オンラインの活用検討など，幅広い世代が講座に参加しやすい環境整備を図る。
・住民が地域の歴史や文化等の魅力を幅広く学び，地域への愛着を深めるとともに，観光振興や賑わいの創造に携わる人材の育成に向けた講座を展開する。
・子育て世代の不安解消や家庭内の教育力を向上させるため，地元大学や地域在住の専門家などとの連携を強化し，専門性が高く，子育て世代の学習ニーズに対応した事業を展開する。

９月以降実施予定 ９月以降の実施を踏まえて決定する。

１１月以降実施予定 １１月以降の実施を踏まえて決定する。

12

-

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

ふれあい子育て
広場

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

7月 1回 【実施日】

キャノン（株）宇都宮事業部

通年 随時 令和５年度活動事例

主な世代

-

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

８月以降の実施を踏まえて決定する。

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
６回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

８月以降実施予定

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

８月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）

８月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

地域内
の一般
成人

未定 2回 【実施日】

-

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

【連携実績】

うち子ども

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

重点
項目

事業名
事　業　の　概　要 令和５年度事業実績・評価・今後の方針

事業実績 評価 今後の方針

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 1 回 12 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 1 回 12 人

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

清原地区文化祭
（同時開催：農
業祭）

清原生涯学習センターの利用
団体が，日頃の成果を発表す
ることにより，文化活動の向
上と生涯学習を推進する機会
とする。

生涯学
習セン
ター利
用団体
及び地
区内小
中学生
等

11月

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上のほ
か，学習活動中の問題や悩み
の解決の手助けなどを行う。

全市民

0 0

通年 随時 令和５年度実績

内訳（：件）

来館

5

電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易問い
合わせ

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

0 0 0 0

計

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る

地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

特色

人団体

のべ来場者数
1回

出展団体数

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 27 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 6 月 8 日

令和 5 年 11 月 9 日

人 0 人

4 回

令和 5 年 11 月 26 日

令和 5 年 11 月 26 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 23 日

令和 5 年 12 月 13 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 8 月 2 日

令和 5 年 8 月 23 日

人 - 人

3 回

令和 5 年 10 月 21 日

令和 5 年 11 月 18 日

人 - 人

1 回

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

-

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

-

就園前の幼児期に，体操やレ
クリエーション等を通して，
親子のスキンシップを深め，
親子双方の育ちを支援すると
ともに，同じ子育て世代同士
が知り合う場や母親のライフ
デザインを考える契機を提供
する。

２～３
歳児と
その保
護者

７～
１２月

5回

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推

進

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体
と
な
っ

た

教
育
活
動
の
推
進

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を

活
動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

大好き ヨコカワ
【CKP】

横川地区のまちづくり活動を
担う人材を発掘し，その育成
や活用につながるよう，地域
活動参画の契機となるような
内容の講座を実施する。

横川地
区住民
等

主な世代
-

【連携実績】
連携実績数

７月 1回 【実施日】

【参加者数】
合計 うち子ども

～

【次年度の方向性】
９月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）

９月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

- -
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

ハヤブサドットコム

【今年度の実施状況】

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

７０代

【次年度の方向性】

事業名

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

市内在
住者

７月 2回 【実施日】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
５回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

１１月以降実施予定 １１月以降の実施を踏まえて決定する。
【今年度の実施状況】

令和５年度　横川生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　横川地区においては，地域まちづくり協議会の組織である各種団体が中心となり，様々な活動を展開しており，また，近年人口が増加するとともに，若い世代の割合が高い状況にある。
　一方で，少子・超高齢化や核家族化の進行に伴い，地域コミュニティの希薄化など様々な課題が生じており，地域の連帯感の醸成や地域を担う人づくりが急務となっている。
　このようなことから，住民自らが地域に目を向け，地域の課題に気づき，解決に向けた契機とするための講座や，青少年や子育て世代，高齢者など幅広い世代を対象に，学ぶことの楽しさや仲間づくり，生きがいづくり
につながる講座を実施し，学んだ成果を活かして地域で活動する人材の育成や，家庭・地域の教育力の向上に結びつくような事業を展開する。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

ことぶき塾 日常生活に即した課題や社会
問題，歴史，文化，芸能等，
生きがいの創出につながるよ
うな講座を開催することで，
高齢者がいつまでも元気でい
きいきと豊かな暮らしを送れ
るよう支援を図る。

横川地
区の６
０歳以
上の住
民

６～
１１月

5回 【実施日】

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

よこかわ地域包括支援ｾﾝﾀｰ，
姿川地区市民ｾﾝﾀｰ，五光，
明治安田生命保険相互会社

13

～

-

令和５年度活動事例

８月 3回

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

横川エコの会

【実施日】

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を行
う。

地域団
体

ワクワク体験教
室

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

随時

１月 １日二十歳を祝う成
人のつどい

９～
１１月

2回

中学
校区

実施委員数

人

合計 うち子ども

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

１０月以降実施予定 １０月以降の実施を踏まえて決定する。

～

-

回

-

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。
親子のびのび講
座

【実施日】

横川中央・西小放課後子ども教室，
㈱SUBARU

【参加者数】

実施委員会
実施回数

各地域の取
り組み

横川

合計

小学生

-

【連携実績】

通年

児童が，同年代の子ども達と
「ものづくり」などの体験活
動を通して仲間意識を育みな
がら，創意工夫する力を身に
付ける講座を実施する。

まるごと横川
【ＣＫＰ】

地域学講座として地元横川の
魅力などについて学ぶことを
通して，地域に対する理解や
愛着を深め，地域づくりに対
する意識の醸成を図ること
で，人材育成や地域ビジョン
の推進につなげる。

横川地
区住民
等

【実施日】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

うち子ども 主な世代

主な世代
-

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数
事業名

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 1 回 13 人

1 講座 1 回 13 人

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支

援
す
る
地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

令和５年度活動事例

計

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

横川ふれあいま
つり（文化祭）

横川生涯学習センター利用団
体や地区内の小中学校及び各
種団体が一体となり，特色あ
る地域文化の向上や生涯学習
の推進，主体的な地域づくり
の推進，地域住民の連帯意識
の高揚を図る。

横川生
涯学習
セン
ター利
用団
体，地
区内の
小中学
生及び

１１月 1回
出展団体数

相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時 令和５年度実績

内訳（：件）

団体

のべ来場者数 特色

学習相談

合計

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時

来館 電話 FAX Ｅメール その他

人

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

簡易問い
合わせ

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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事業名 内容 対象 時期 回数

令和 5 年 12 月 7 日

令和 5 年 12 月 7 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 9 月 7 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 9 月 14 日

令和 5 年 9 月 28 日

人 - 人

2 回

令和 5 年 6 月 1 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 18 人

1 回

令和 5 年 6 月 29 日

令和 5 年 7 月 6 日

人 9 人

1 回

令和 5 年 5 月 13 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 350 人

1 回

令和 5 年 7 月 25 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 3 日

令和 5 年 8 月 1 日

人 - 人

1 回

リーダー講習会 地区内の６年生を対象に，宿
泊研修を行い，他校の仲間と
交流を図る。

瑞穂野
地区内
の小学
校６年
生

７～
８月

１回 【実施日】 【今年度の実施状況】

【今年度の実施状況】

合計 うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

瑞穂野地区青少年育成会

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
５回中，3回開催）
（４回目以降の実施日未定）

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年度　瑞穂野生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

 瑞穂野地区においては，まちづくり協議会を組織する各種団体が中心となりさまざまなまちづくり活動を展開している。
 当地域は，大規模な住宅団地の形成により子育て世代が多く居住していることから，子育て支援や青少年の健全育成を着実に推進する必要がある。
 その一方で，高齢化や核家族化の進行，さらには新型コロナ感染症の影響により，地域コミュニティの希薄化なども目立ってきており，生活の核である家庭の重要性とともに，地域内の結びつき
の必要性も一層高まってきている。
 こうしたことから，幼児から高齢者までの幅広い世代を対象に，地域住民が健康で生き生きとした生活ができるよう，また，学ぶ人を増やし，学んだ成果が地域活動に結びつくきっかけとなる事
業の充実を図り，地域課題解決と変化する社会に対応するための講座を展開する。

瑞穂野生涯学習センター独自で実施
１2月以降実施予定

１2月以降の実施を踏まえて決定する。

９月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）

９月以降の実施を踏まえて決定する。

７月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
2回中，1回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】

～

-

１０月 1回 【実施日】

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

7月以降の実施を踏まえて決定する。

-

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

36

瑞穂野地区青少年育成会

【実施日】

【参加者数】

合計

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【連携実績】

重点
項目

事　業　の　概　要
事業実績

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

スマホ講座 スマホの操作を学んで，日常
生活を便利にするため，必要
な知識・技術を身につける。

瑞穂野
地区内
に居住
する一
般成人

令和５年度事業実績・評価・今後の方針
評価 今後の方針

【次年度の方向性】

なかよし親子の
広場

幼児期の成長に必要な遊びや
体験を通して，親子のふれあ
いを深めるとともに，親子双
方の育ちを支援する。また，
子育てに必要な知識の習得を
促すとともに子育ての不安を
解消し，地域の子育て支援機
能の充実を図る。

就学前
の幼児
と保護
者

６～
１０月

5回 【実施日】

【実施日】

連携実績数

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

平石地区市民センター保健福祉G

スマホ基礎講座
【CKP】

市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

市内在
住者

５～
６月

1回

-

はっぴー子育て
講座

乳児期の大切な時期に親子の
スキンシップや学びを通し
て，家庭における子育て力の
向上を図るとともに，親同士
の子育てネットワーク作りの
推進を図る。

乳児と
保護者

６～
７月

2回 【実施日】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

～

瑞穂野
地区内
に居住
する青
少年

５月
１月

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

【連携実績】

平石地区市民センター保健福祉G

500
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【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

少年ふるさと教
室

体験活動を通して，リーダー
としての資質向上と育成を図
る。

2回

随時
令和5年度活動事例

～

【参加者数】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

９月以降実施予定 ９月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
2回中，1回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【次年度の方向性】

7月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

7月以降実施予定

うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

主な世代

小学生

【今年度の実施状況】

7月以降実施予定

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

親子チャレンジ
教室

専門家や地域のボランティア
による指導を受けながら，親
子でいろいろなことにチャレ
ンジすることにより絆を深め
るとともに，体験活動等を通
して青少年のリーダーとして
の資質向上と育成を図る。ま
た，受講生同士の交流を通し
て，気軽に話し合える場を設
け子育ての一助とする。

瑞穂野
地区内
に居住
する青
少年の
親子

７・
８・

１２月

4回 【実施日】

②
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
と
学
校
や
地
域
と
連
携
・
協
力
し
た
教
育
活
動
の
推
進

◎女性のための
大人の学び講座

子育てなどが落ち着いた女性
が，健康に関することや本セ
ンターで活動する自主学習グ
ループに参加することなどで
学び，継続的な「学び」への
きっかけづくりと参加者同士
の交流を行う。

瑞穂野
地区内
に居住
する一
般成人

９月 3回 【実施日】

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

通年

うち子ども

足利銀行個人コンサルティング部，
平石地区市民センター保健福祉G

【参加者数】

合計

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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事業名 内容 対象 時期 回数
重点
項目

事　業　の　概　要
事業実績

令和５年度事業実績・評価・今後の方針
評価 今後の方針

令和 5 年 5 月 22 日

令和 5 年 12 月 - 日

人 0 人

- 回

1 講座 2 回 40 人

1 講座 1 回 500 人

2 講座 4 回 54 人

0 講座 0 回 0 人

4 講座 7 回 594 人

７月以降の実施を踏まえて決定する。

合計 うち子ども 主な世代

-

【今年度の実施状況】地域学「みずほ
の」

地域の特性や歴史，文化など
を学ぶことにより郷土への関
心や愛着心を高め，地域の魅
力や課題に気づくきっかけを
作るとともに，まちづくり意
識の高揚と地域リーダーの育
成を図る。

瑞穂野
地区内
に居住
する一
般成人

５～
１２月

3回

人

のべ来場者数 特色

実施委員会
実施回数

各地域の取り
組み

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【実施日】

～

【参加者数】

令和５
年度成
人（二
十歳）

１月 １日

40

【みずほのフェ
スティバル】
瑞穂野生涯学習
センター
文化祭
（同時開催：農
業祭･福祉まつ
り）

センター利用団体の学習成果
の発表，小中学生の作品展示
等の生涯学習の推進及び特色
ある地域文化の向上発展，地
域による主体的な地域づくり
の推進，並びに地域住民の連
帯意識の高揚を図る。

地区内
一般成
人等・
セン
ター利
用団体

１１月 1回
出展団体数

団体

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

学習相談 全市民 通年 随時 令和５年度実績

内訳（：件）

4

随時
令和５年度活動事例

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

来館 電話 FAX Ｅメール その他
簡易問い
合わせ

2 2 0 0 0 4

合計

計

回

相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

中学
校区

実施委員数

瑞穂
野

人

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
3回中，1回開催）

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を
活

動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る

地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 9 日

令和 5 年 7 月 9 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 9 月 12 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 5 月 16 日

令和 5 年 12 月 19 日

人 28 人

- 回

令和 5 年 7 月 15 日

令和 5 年 12 月 9 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 27 日

令和 5 年 10 月 - 日

人 - 人

- 回

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を
活
動

に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

城山 人 回

７月以降実施予定

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

～

【実施日】

連携実績数

【参加数】

合計 うち子ども 主な世代

-

【連携実績】

-

～

-

合計

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
７回中，２回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年度　城山生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　第３次宇都宮市地域教育推進計画に掲げる基本理念の実現のために，個人の興味や関心に沿った多様な学習活動への支援を継続するとともに新型コロナウイルス感染症により社会情勢や生活様式が
変化する中で，地域主体のまちづくりを推進するため，地域と連携した人づくりや地域づくりの講座を実施する。
　また，城山地区の豊かな自然と歴史ある地域資源を活かしその魅力を再認識できる講座や，災害対応など地域が抱える課題に対応するための講座を実施し，学習した成果を地域活動に生かすことが
できる地域の人材育成はもとより，家庭・地域の教育力の向上や，地域全体で子どもの成長を支える環境づくりに取り組む。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

【次年度の方向性】【今年度の実施状況】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

７月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

～

【参加数】

合計 うち子ども 主な世代

54

②
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
と
学
校
や
地
域
と
連
携
・
協
力
し
た
教
育

活
動
の
推
進

親子でにこにこ
クッキング

命の源である食に対する興味
や健康への関心を高め，親子
で調理することにより，親子
の絆を深める。　また，地場
産の食材を活用し，地域への
関心を喚起する。季節の野菜
を食材とすることで，季節を
感じる豊かな心を育む。

地区内
小学校
に通学
する児
童とそ
の保護
者

７・
１２月

-

ともそだち広場 乳幼児の保護者と乳幼児が季
節の行事やレクリエーション
を通して，親子のふれあいや
人との関わりを学ぶ。また，
親同士が情報交換や情報を共
有しながら，親子共々成長し
ていく過程を支援していく。

０～３
歳まで
の乳幼
児とそ
の保護
者

５～
１２月

7回 【実施日】

～

【参加数】

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

【参加数】

合計 うち子ども 主な世代

９月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）
（「スマホ基礎講座」と抱き合わせによる
実施）

１０月 1回 【実施日】

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器への使用への
対応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

地域内の一般成人未定 ２回 【実施日】 【今年度の実施状況】

2回

６０代

◎ヒトマチづく
り
【Ｖスタッフ】

地域におけるまちづくりの課
題を抽出し，解決の糸口とな
るようなきっかけづくりを行
い，地域で活躍できる人材の
育成を図る。また，実践的な
活動を通し，地域まちづくり
意識の高揚を図ることを目指
す。

地域内
住民

８月 1回 【実施日】

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

城山地区防災会

いきいきセミ
ナー

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

-

うち子ども 主な世代

３０代

【連携実績】

多様化する住民のニーズに合
わせて，今，住民が必要とす
る情報や学習機会を提供する
ことで，生涯学習のきっかけ
となり，心豊かな生活の一助
となるよう支援する。

地域内
住民

連携実績数

◎しろやま地域
学

豊かな自然や文化財などの地
域資源を知ることで，地域の
魅力や課題に気付くきっかけ
づくりを行い，郷土愛の熟成
と次世代に継承するための住
民意識の高揚を図る。

地域内
住民

８月

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

通年 随時 令和5年度活動事例

～

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

1回 【実施日】

-

【参加数】

二十歳を祝う成
人のつどい

【連携実績】

連携実績数

中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取
り組み

事業名

合計 うち子ども 主な世代

-

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５
年度新
成人
（二十
歳）

１月 １日

７月以降の実施を踏まえて決定する。

９月以降の実施を踏まえて決定する。

【次年度の方向性】

９月以降実施予定
（「いきいきセミナー」と抱き合わせによ
る実施）

９月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加数】

合計 うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績
事業名

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易問い
合わせ

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 2 回 54 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 2 回 54 人

シニア対象事業

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

計

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

地域住民の自主性と創意によ
るコミュニティ活動を促進
し，特色ある地域文化の向上
発展と生涯学習の推進，地域
住民の連帯意識の高揚を図
る。

城山生
涯学習
セン
ター利
用団体,
地域内
小・中
学校県
立盲学
校，及

１１月 1回
出展団体数

団体

のべ来場者数 特色

人

令和４年度実績

内訳（：件）

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る
地
域
教
育
の

基
盤
の
強
化

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時

城山生涯学習セ
ンター文化祭

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 26 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 6 月 21 日

令和 5 年 7 月 13 日

人 0 人

- 回

令和 5 年 9 月 2 日

令和 5 年 9 月 2 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 6 月 22 日

令和 5 年 12 月 13 日

人 7 人

0 回

令和 5 年 7 月 27 日

令和 5 年 8 月 2 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 12 月 - 日

令和 6 年 1 月 - 日

人 - 人

0 回

令和 5 年 6 月 24 日

令和 5 年 11 月 25 日

人 0 人

1 回

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

地区内
小学校
の児童

７～
８月

2回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

- -
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

夏休みチャレン
ジ教室

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

地域内
の一般
成人

未定 2回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
９月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）

９月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

- -
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

小学生の夏休みの宿題に役立
つ工作や科学実験など，体験
型の講座を開催することで，
ものづくりや科学の楽しさを
学ぶとともに，他学年・他校
の児童との交流を通して仲間
づくりを図る。

【実施日】

うち子ども 主な世代

回国本

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
２回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。
【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】
９月以降実施予定 ９月以降の実施を踏まえて決定する。

通年 随時 令和５年度活動事例

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
６回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

１２月以降実施予定
（実施日未定）

１２月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

2回

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

60代10

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業

の
推
進

くにもと元気
アップ講座

地域の人が，日々元気で生き
生きとした生活が送れるよ
う，フレイル予防等について
学び，健康寿命の延伸に役立
てるとともに，受講者同士の
交流を通して地域の絆を深め
ていく。

地区内
在住の
一般成
人

６月 2回 【実施日】

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-
◎くにもと生き
生き教室【ＣＫ
Ｐ】

地域から要望のあった，地域
課題（防災関連）の解決に役
立つ講座を開催することで，
国本地区の人が安心・安全か
つ生き生きとした生活を送れ
るようにするとともに，受講
者同士の交流を通して地域の
絆を深めていく。

地区内
在住の
一般成
人

８月

令和５年度　国本生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　地域の生涯学習活動の拠点として社会の要請や地域住民のニーズに応じた多様な学習の場を提供することで，「地域で活躍できる人づくり」・「家庭や
地域の教育力向上」・「絆づくり」を目的とした事業に取組む。
（ア）地域人材や地域資源を活かし，地域を学ぶ講座を継続的に開催することで，地域の良さを再認識し，郷土愛を醸成するとともに，その学習成果を地域に還元できる人づくりを目指す。
（イ）地域と連携し，防災に関する講座を開催することで，災害時に適切な対応ができるようにするなど，地域の安心・安全な生活を支えることができる人材
の育成に繋げる。
（ウ）地域と家庭・学校等と連携した事業を実施し，家庭と地域が一体となって子どもを育てていくという意識を醸成し，地域全体の教育力向上を図る。
（エ）サークル活動の支援及び趣味・教養・社会の要請等に応じた主催講座や地区文化祭の開催などを通して，地域の課題解決に役立てるとともに，地域の方々の絆を深める交流の機会を創出し，地域コミュニティづくり
の強化を図る。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

３０代

【連携実績】

13

1回 【実施日】

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

-
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

国本地区づくり振興会

-

くにもとyou・
遊・club

国際化社会の進展に向け，将
来を担う小学生に外国の文化
や食習慣に触れてもらうこと
により，国際感覚や多文化共
生意識の醸成を図る。

地区内
小学校
の児童

１０・
１１月

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

連携実績数

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

小学生

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

～

【参加者数】
合計

-

親子ワクワク教
室
【Vスタッフ】

親子での様々な体験等を通し
て，子育ての悩みを解決する
ための知識を習得するととも
に，同世代の親子と触れ合い
情報交換することで，家庭や
地域内における教育力向上に
役立てる。
また，保健師の講話を聞くこ
とで，子育ての環境をより充
実できるよう，子どもと保護
者それぞれの健康管理につい
て学ぶ。

市内在
住の未
就園児
とその
保護者

６～
１２月

6回 【実施日】

◎１０倍楽しむ
国本塾【ＣＫ
Ｐ】

地域人材が講師となり，歴
史・文化と地域行事，特産品
などを組み合わせた地域学講
座を開催することで，地域の
魅力を再発見し，郷土愛を醸
成するとともに，その学習成
果を地域課題解決のために還
元できる人材の育成を図る。

地区内
在住の
一般成
人

６～
１１月

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

７０代20

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

１月 １日

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
５回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。
5回

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取
り組み

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

人

中学
校区

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

国本地区づくり振興会

【実施日】

-

事業名

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績
事業名

2 講座 2 回 30 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 1 回 13 人

0 講座 0 回 0 人

3 講座 3 回 43 人

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交

流
を
支
援
す
る
地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

【次年度の方向性】

計

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

内訳（：件）

シニア対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

人

特色国本生涯学習セ
ンター文化祭

センター利用団体の学習成果
の発表の場を提供すること
で,文化活動の向上と生涯学
習を推進する。

国本生
涯学習
セン
ター利
用団体
及び一

１１月 １回 出展団体数

団体

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時 令和５年度実績

のべ来場者数 【今年度の実施状況】

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易問い
合わせ

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 8 月 30 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 6 月 7 日

令和 5 年 8 月 1 日

16 人 0 人

- 回

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 11 月 27 日

令和 5 年 12 月 7 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 7 月 18 日

令和 5 年 9 月 26 日

人 - 人

0 回

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

タコづくり講習
会

子どもたちの遊びの主流が
ゲームになっている現代にお
いて，地域の伝統的な遊びで
ある凧あげを体験するための
凧を自ら作成することによ
り，豊かな心と想像力を育む
とともに，下野凧を後世に伝
える。

富屋小
学校児
童

１１～
１２月

2回

高齢者教室

とみや女性学

親子ふれあい教
室「富屋ママ
たっち広場」

乳幼児とその保護者を対象
に，遊びや体験を通して，親
子のふれあいを深めるととも
に，親同士のネットワークを
促進し，家庭・地域における
子育て環境の支援を図る。

就園前
の乳幼
児とそ
の保護
者

１０～
１２月

3回

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

通年

１１月以降実施予定 １１月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- 小学生

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

富屋地区青少年育成会

随時

とみや再発見
【ＣＫＰ】

富屋小学校に学ぶ児童が，自
分たちの住んでいる地区の自
然や歴史，文化，産業などに
ついて自ら調べ，学習能力を
高めるとともに，地域の素晴
らしさや魅力を知り，郷土愛
の心を育てる。

富屋小
学校児
童

１２～
２月

4回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

実施日未定 今後の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

８月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）

８月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- ６０代

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

市内在
住者

未定 ２回 【実施日】 【今年度の実施状況】

合計 うち子ども 主な世代

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
３回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

連携実績数

-

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

令和５年度　富屋生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　富屋地区においては，まちづくり連絡協議会を核とした地域主体の事業が活発に展開がされており，今後も継続して「住民主体のまちづくり」を推進していくための人材育成が，一層求められて
いる。
　こうしたことから，住民自らが地域に目を向け，地域の持つ魅力や課題に気づき，地域資源の活用や課題解決に向けた取り組みの契機とするためのとみや魅力発見・ガイド養成講座などへの参画
を通して，地域社会を支える「人づくり」を推進するため，生涯学習事業の充実に努める。
　また，当センターが保健福祉の拠点であるという特徴を活かし，まちづくり支援グループと保健福祉グループが連携を図り，子育て世代の親子を対象とした特色ある事業を展開していく。
　また，当センターが保健福祉の拠点であるという特徴を活かし，まちづくり支援グループと保健福祉グループが連携を図り，子育て世代の親子を対象とした特色ある事業を展開していく。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

～

情報化や少子高齢化など，高
齢者を取り巻く環境が変化し
ている中，日常生活に即した
課題解決に取り組むととも
に，高齢者がいつまでも元気
で心豊かに過ごせるよう，仲
間づくりや生きがいづくりな
どの支援を図る。

地区内
の６０
歳以上
の成人

６～
１２月

3回 【実施日】

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

-

実施日未定 今後の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

６０代

富屋地区の女性への教養，学
習の場の提供を通して，地域
のネットワークを広げるとと
もに，女性の力で地域力アッ
プを図る。

富屋地
区在住
の成人
女性

１０～
１２月

3回 【実施日】

-

令和５年度活動事例

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【実施日】

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

３０代

【連携実績】

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

６０代

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【実施日】

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

令和 5 年 6 月 15 日

令和 5 年 7 月 19 日

人 0 人

1 回

2 講座 4 回 71 人

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

2 講座 4 回 71 人

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を

活
動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る
地

域
教
育
の
基
盤
の
強
化

◎とみや魅力発
見　ガイド養成
講座

「住民主体のまちづくり」を
さらに推進するため，地域住
民が専門家の講義やグループ
ワークを通して，自分の住む
地域の特徴を理解し，地域の
魅力や課題に気づくととも
に，中長期的な地域のあるべ
き姿を考える契機とする。ま
た，これらを後世に伝えるた
めに，地域以外の住民にも広
く受講者を募り，解説できる
人材を育成する。

富屋の
自然・
歴史・
文化財
に興味
のある
方

６～
７月

計

晃陽 人 回

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

【今年度の実施状況】

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
６回中，３回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

成人対象事業

【次年度の方向性】各地域の取
り組み

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

富屋地区まちづくり連絡協議会

55

とみやふるさと
まつり

地域文化の発展向上と地域住
民の連帯意識の高揚を図る。

富屋生
涯学習
セン
ター利
用団体
及び地
域住民

１１月 1回
出展団体数

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時 令和５年度実績

内訳（：件）

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

６０代

人

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

特色

１月 １日

5回 【実施日】

実施委員数

団体

実施委員会
実施回数

のべ来場者数
【今年度の実施状況】

中学
校区

【今年度の実施状況】

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易問い
合わせ

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 6 日

令和 5 年 9 月 6 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 6 月 20 日

令和 5 年 10 月 17 日

36 人 0 人

- 回

令和 5 年 6 月 22 日

令和 5 年 12 月 21 日

人 6 人

- 回

令和 5 年 9 月 14 日

令和 5 年 10 月 26 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 6 月 3 日

令和 5 年 9 月 30 日

人 31 人

1 回

令和 5 年 9 月 20 日

令和 5 年 12 月 13 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 11 月 - 日

令和 5 年 11 月 - 日

人 - 人

- 回

１１月以降実施予定
（実施日未定）

１１月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【次年度の方向性】

９月以降実施予定

【今年度の実施状況】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
５回中，１回開催）

【次年度の方向性】

-

未定

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

小学生

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

９月以降実施予定 ９月以降の実施を踏まえて決定する。

９月以降実施予定 ９月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
６回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

2回 【実施日】

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

-
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活

の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

地域内
の一般
成人

子育ての学習やレクリエー
ションを通して，親子のふれ
あいを深め，生き生きとした
親子関係を育むとともに，保
護者同士の情報交換の場を提
供し，子育て中の親の仲間づ
くりを図る。

就学時
前の幼
児と保
護者

５月～
１０月

6回

わくわく体験教
室

子どもの頃の体験や多くの人
との出会いが，生きる力を育
み人間力の向上を培うことか
ら，学校，学年，学級を越え
た仲間との交流や，生活体
験・社会体験を通して自ら考
え行動できる青少年の育成を
図る。

地区内
小学校
４・５
年生

６～
１０月

5回 【今年度の実施状況】

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

令和５年度　豊郷生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

豊郷地区においては，地域まちづくり協議会が主体となった各種まちづくり事業をはじめ，地域団体・学校との連携を組織である各種団体が主体となり地域活動が活発に展開しているが，地域住
民のコミュニティ意識や連帯感の希薄化，少子・超高齢化や都市化・核家族化の進行による家庭・地域の教育力低下など，地域を取り巻く環境に様々な課題が生じている。
　このようなことから，多様化する地域ニーズや話題等を的確に捉え，幼児から高齢者までの幅広い世代を対象とした講座を開催し，学ぶことの喜びを通した仲間づくり・生きがいづくりや郷土
愛の醸成へとつなげるとともに，学んだ成果を地域づくりに活かせる環境を構築するなど，人間力や家庭の教育力の向上に資する事業に取り組む。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

うち子ども 主な世代

-

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

◎親育ち講座 家庭を取り巻く社会情勢が変
化するなか，子育てへの自信
喪失や不安感を解消すること
により，家庭における親の教
育力の向上を図る。

市内在
住の１
～３歳
児の保
護者

９月～
１０月

②
地
域
・
学
校
・
家
庭
が
連
携
・
協
力
し
，
一
体
と
な
っ

た
教
育
活
動
の
推
進

子育て広場

９～
１２月

-

-

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

通年 随時 令和５年度活動事例

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

◎まほろば探検
塾

地域の歴史や文化を学ぶこと
により，地域の持つ魅力や課
題に気づき，それを活かした
地域の活動や課題解決につな
げるとともに，学びを通した
仲間づくりを目指す。

地区内
在住の
成人

4回

合計

回

９月以降の実施を踏まえて決定する。

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

１月 １日 中学
校区

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取り
組み

豊郷 人

防災力UP講座
【CKP】

いつやってくるかわからない
災害に備えるために防災に関
する様々な知識を習得し，命
を守る行動につなげるための
地域防災力の向上を目指す。

地区内
在住の
成人

１０月 1回

連携実績数

-

【実施日】

～

【参加者数】
合計

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

帝京大学

～

11

【連携実績】

【実施日】

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

-
【連携実績】

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

-

連携実績数

31

とよさと元気塾 情報化，国際化，少子高齢化
など，高齢者を取り巻く生活
環境は常に変化している。そ
のような中で，心豊かに過ご
せるよう，仲間づくり，生き
がいづくりを支援するととも
に，地域社会を支える人づく
りを目指す。

地区内
在住の
成人
（６０
歳以
上）

６～
１１月

5回 【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
5回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

７０代
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

うち子ども 主な世代
-

【連携実績】

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を
活
動
に
つ
な
げ
る
仕

組
み
の
充
実

事業名

-

-

4回 【実施日】

連携実績数

-

【実施日】

【実施日】

～

【参加者数】

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

27



内容 対象 時期 回数
重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

0 講座 0 回 0 人

1 講座 1 回 31 人

1 講座 1 回 11 人

1 講座 1 回 36 人

3 講座 3 回 78 人

シニア対象事業

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時 令和５年度実績

内訳（：件）

人

１１月 1回
出展団体数

団体

センター利用団体の学習成果
の発表の場を提供する。

豊郷生
涯学習
セン
ター利
用団体

【次年度の方向性】

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易問い
合わせ

0 0 0 0 0 0 0

のべ来場者数 特色
豊郷まつり
（センター文化
祭）

計

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支

援
す
る
地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

【今年度の実施状況】

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 8 月 22 日

令和 6 年 1 月 19 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 6 月 27 日

令和 6 年 1 月 25 日

16 人 8 人

0 回

令和 5 年 8 月 1 日

令和 6 年 1 月 14 日

- 人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 29 日

令和 6 年 2 月 29 日

- 人 - 人

- 回

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
8回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

７月以降実施予定
（「スマホ基礎講座」と抱き合わせによる
実施）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

令和５年度　篠井生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　　篠井地区は，古くから豊かな自然に恵まれ，世代間の交流を大切にし，歴史と伝統が大切に守られてきた地域であり，まちづくり協議会とその構成団体である各種団体が主体となり地域活動を
活発に行ってきた。
　しかしながら，少子超高齢化，コミュニティ意識の希薄化，団体役員の固定化や担い手不足など，さまざまな課題も生じている。
　このようなことから，学びを通して豊かな人間性を育み，地域コミュニティや地域教育の向上を図るため，「篠井地域ビジョン」の考え方に基づき，地域教育の向上を図る講座，子育ての仲間づ
くりや家庭教育を学ぶ体験的な講座，魅力や課題を捉える地域学講座などに取り組み，地域の人材育成とともに「自然と共に伸び伸びと生きるまち　篠井」を目指す。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

輝き人生教室 余暇の有効活用,健康の維持
促進,世代間交流を通して，
健康で生きがいのある生活が
できる力を身につける。

高齢者 ５～
１月

8回 【実施日】

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

篠井地区松寿会連合会

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

【今年度の実施状況】

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

７０代

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

ワクワク子育て
仲間づくり

親子の絆や愛情を深め，心身
の健康を育むとともに，受講
生同士の交流を促進し，仲間
づくりや子育てに必要な情報
を提供する。

０歳児
～3歳
児まで
の未就
園児と
その保
護者

②
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
と
学
校
や
地
域
と
連
携
・
協
力
し
た
教
育
活
動
の
推

進

６０代

-

4回

７～
２月

8回 【実施日】

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

３０代

【連携実績】

5回 【実施日】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

令和５年度活動事例

小学生

【連携実績】

連携実績数

少年大空教室 ８～
１月

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

◎地域力アップ
教室

【実施日】

日常生活では経験できない多
様な学習・体験を通じ，自主
性や好奇心，考える力を養う
とともに，他者との交流を通
じて協調性や社会性の育成を
図る。また，講座をとおし
て，参加者に篠井地区の魅力
を発信する。

篠井小
学校の
児童と
その保
護者お
よび市
内在住
の小学
生とそ
の保護
者

地域をより一層成長させるた
めに地域を確認し，地区内に
ある資源・文化伝統等を新発
見し，地域ビジョンの実現へ
と繋げる。

地域住
民

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

通年 随時

二十歳を祝う成
人のつどい

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

１月 １日 中学
校区

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を
活

動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

-

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器への使用への
対応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

地域内の一般成人未定 ２回 【実施日】①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す

る
事
業
の
推
進

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取
り組み

晃陽 人 回

７～
１１月

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

7月以降実施予定
（「地域力アップ教室」と抱き合わせによ
る実施）

7月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加数】

合計 うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 1 回 16 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 1 回 16 人

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年度講座実績数内訳

区分

のべ来場者数 特色

人

【今年度の実施状況】

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易問い
合わせ

0 0 0 0 0 0 1

参加者数
講座数 実施回数

成人対象事業

事業数

計

篠井生涯学習セ
ンター
文化祭

センター利用団体の学習成果
の発表と団体間の相互交流を
図る。

篠井生
涯学習
セン
ター利
用団体
及び一
般市民

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年

内訳（：件）

随時 令和５年度実績

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る
地
域
教

育
の
基
盤
の
強
化

１１月
出展団体数

1回

団体

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 7 月 28 日

令和 5 年 11 月 9 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 8 月 3 日

令和 6 年 2 月 8 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 6 月 12 日

令和 6 年 2 月 28 日

人 9 人

令和 - 年 - 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

令和 5 年 8 月 19 日

令和 6 年 1 月 14 日

人 人

1 回

令和 5 年 11 月 13 日

令和 6 年 2 月 18 日

人 - 人

③

地

域

理

解

を

促

進

す

る

講

座

と

学

ん

だ

成

果

を

活

動

に

つ

な

げ

る

仕

組

み

の

充

実

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年度　姿川生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　当地区では，姿川地区将来ビジョンに掲げた将来像を実現するため，地域と行政が協働して取り組んでいるところである。
このため，まちづくりを身近に感じてもらう講座や地域の人が講師として活躍できる講座を開催し，地域まちづくりへの関心や参加意識を高め，学んだ成果を地域に還元できる機会を提供するとともに，地域の学習拠点と
して内容の充実を図ることにより，地域力の向上を図っていく。
　　また，当センターが保健福祉における南部地域の拠点であることから，まちづくり支援グループと保健福祉グループとで連携して，健康づくりや子育てに関する講座など特色ある事業を展開していく。

（ア）地域住民の学習意欲の高揚と生活の向上に資する事業の推進
・高齢者がいつまでも明るく安心して生活するためには，健康で充実した生活と地域社会との関わりが必要であることから，健康や生きがいづくりに係る知識の習得や運動等を内容とする事業を推進する。
（イ）地域・学校・家庭が連携・協力し，一体となった教育活動の推進
・親子の絆を深めながら子どもの健全育成に繋げるため，親と子どもが触れ合う機会を提供していく。
・地域団体や企業等と連携し，子どもたちの連帯感や共同意識を醸成するとともに，将来の地域まちづくりを担う人材に繋げるための学習活動を推進する。
・保健福祉の拠点という当センターの特性を活かした講座を開催するなど，子育て世代の親子を対象に，より充実した子育てにつながる学習やふれあいの場を提供していく。
（ウ）地域理解を促進する講座と学んだ成果を活動につなげる仕組みの充実
・地域団体と連携しながら，地域の文化・歴史に係る学習等の機会を提供し，地域に対する理解や愛着を育むとともに，学んだ成果を地域に生かせる機会の提供につながる情報を充実させていく。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

姿川地
区在住
の６０
歳以上
の方

７～
１２月

6回 【実施日】

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

ヘルシー料理教
室

主な世代

-

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

７０代

家庭内で料理を手軽に取り組
むことができ，健康増進に繋
がる調理実習を地域健康づく
り団体等と連携して企画し，
家庭生活での充実を図る。

姿川地
区在住
者

７～
１２月

3回 【実施日】

～

【参加者数】

合計 うち子ども

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

～

いきいきシニア
すがたがわ

健康や生きがいづくりに係る
知識の習得や運動等を実践
し，家庭内でも手軽に実践す
ることにより，シニア世代が
健康で充実した毎日を過ごす
ためのきっかけづくりを目的
とする。

事業名

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す

る
事
業
の
推
進

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

通年 随時
令和５年度活動事例

親子ふれあい広
場

親と子のスキンシップを通し
て，健やかな親子関係を育む
とともに，参加者同士のコ
ミュニケーションを深め，子
育てネットワークの促進を図
る。

主な世代

-

【連携実績】

ふるさと教室 地域団体や企業等と連携しな
がら，地域内の自然環境・歴
史文化や工作など幅広いジャ
ンルの学習の機会を提供する
ことにより，子どもたちの連
帯感や共同意識を醸成し，将
来の地域まちづくりを担う人
材に繋げる。

姿川地
区内在
住の小
学生

１１月
～２月

4回 【実施日】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

西山文化財愛護会

【実施日】

乳幼児
とその
保護者

６～
２月

8回

７月以降の実施を踏まえて決定する。

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

-

【連携実績】

１１月以降の実施を踏まえて決定する。

姿川歴史教室 「遺跡や文化財マップ」を盛
り込んだ「姿川さんぽ」を活
用し，「歴史教室」を開催す
ることにより，地域の文化活
動をＰＲするとともに，文化
を創造する風土づくりや文化
活動への動機づけを行う。

姿川地
区在住
者

１１月

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-

姿川地区まちづくり協議会（歴史文
化部会），姿川地区歴史と文化の会

【実施日】

１１月以降実施予定

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

2

-

-

18

-

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

小学生

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
８回中，２回開催）

【実施日】

～

【参加者数】

合計 うち子ども

-

②
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
と
学
校
や
地
域
と
連
携
・
協
力
し
た
教
育
活
動
の
推
進

１回

親子エンジョイ
講座

親子で触れ合いながら楽しく
体験することにより，家庭教
育や子育て・子育ちの充実に
つなげる。

姿川地
区内在
住の小
学生と
その保
護者

１２月
～１月

２回 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

青少年対象講座であり，連続講座として実
施していた「ふるさと教室」と統合し，単
発講座として実施することとした。

左記のとおり，「ふるさと教室」に統合す
る。

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

--

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績
事業名

令和 5 年 7 月 18 日

令和 5 年 7 月 18 日

人 - 人

令和 6 年 2 月 24 日

令和 6 年 3 月 9 日

人 - 人

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 2 回 18 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 2 回 18 人

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を
活
動
に
つ
な

げ
る
仕
組
み
の
充
実

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

令和５年度講座実績数内訳

参加者数
講座数 実施回数

成人対象事業

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

随時 令和５年度実績

内訳（：件）

通年

回

出展団体数

実施委員数
実施委員会
実施回数

中学
校区

【実施日】 【今年度の実施状況】

特色のべ来場者数

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

姿川地区文化祭 特色ある地域文化の向上発展
並びに生涯学習の推進，地域
による主体的な地域づくりの
推進，及び地域住民の連帯意
識の高揚を図る。

地区内
一般市
民及び
姿川生
涯学習
セン
ター利
用団体

１１月 1回

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易問い
合わせ

0 0 0 0 0 0 58

１月 １日 各地域の取
り組み

姿川 人

計

区分
事業数

★目指せ！姿人
（すがたびと）
講座

厚生労働省が定める３月１日
から３月８日までの「女性の
健康習慣」にあわせ，姿川地
区においても女性の心や身体
の健康増進を図る。

普段生
涯学習
セン
ターを
利用さ
れてい
ない世
代で１
８歳以
上の女
性

２～
３月

３回

二十歳を祝う成
人のつどい

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る
地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

ゆず染め教室
（上河内地区と
の連携事業）

・他地区の特色を学び，人的
交流する機会を創出すること
で，改めて，地区内の特色や
気づきを促すことができる学
習の機会を企画する。
・地区間での技術貿易（技術
や知恵，人材交流など）の活
性化を図る。

姿川地
区在住
者

８月 １回

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

【次年度の方向性】

令和６年２月以降実施予定 令和６年２月以降の実施を踏まえて決定す
る。

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- -

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

--

【実施日】 【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

- ６０代

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

2
姿川地区まちづくり協議会，
上河内地区まちづくり協議会

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 10 月 2 日

令和 6 年 2 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 5 月 30 日

令和 6 年 11 月 21 日

54 人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 20 日

令和 5 年 7 月 20 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 11 月 12 日

令和 5 年 11 月 12 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 7 月 13 日

令和 5 年 12 月 7 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 7 月 22 日

令和 5 年 8 月 19 日

人 - 人

5 回

令和 5 年 8 月 19 日

令和 5 年 8 月 19 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 8 月 2 日

令和 5 年 8 月 10 日

人 - 人

2 回

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和5年度　雀宮生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　　地域の生涯学習の拠点として，幅広い世代を対象に「学び」の機会を提供し，学んだ成果が地域に還元され，地域活動が活発に展開されるよう，以下の考え方に基づき，「人づくり」と「地域づ
くり」の観点から生涯学習を推進する。

（ア）　ものづくりや体験活動を通して，仲間との連帯感や責任感を養い，リーダーシップを醸成し，次代を築く「青少年の健全育成」を図る。
（イ）　子育て世代の「保護者の気づき」や「親子双方の育ち」を促し，「家庭教育支援」を図る。
（ウ）　心身ともに健康で充実した高齢期を過ごせるよう，健康づくりや趣味・教養の習得を支援し，「高齢者の生きがいづくり」の促進を図る。
（エ）　雀宮の文化や歴史など，地域の資源や魅力を再認識し，地域への理解や愛着を深め，「地域コミュニティの強化」を図る。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

７月以降の実施を踏まえて決定する。

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

～

【参加者数】
合計

【連携実績】
連携実績数

令和５年６月３０日現在，開催途中。（全
６回中，１回開催）

事業名

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業
の
推
進

雀宮の歴史を学
ぶ

【参加者数】

【次年度の方向性】

【次年度の方向性】
７月以降の実施を踏まえて決定する。

１１月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】ライフアップセ
ミナー【CKP】

７月以降の実施を踏まえて決定する。

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【連携実績】

-

うち子ども 主な世代
小学生

～

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

７月以降実施予定

７月以降実施予定

【連携実績】

１１月以降実施予定
【今年度の実施状況】

７月以降実施予定

-

【参加者数】
合計

宇都宮市家庭教育オピニオンリーダー会

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

～

【参加者数】
合計

社会全体のデジタル化，進展
するグローバル化に興味や関
心を持ちながら学習できるよ
うな場を提供し，新たなライ
フスタイルを送るきっかけづ
くりや，さらには学習を通し
新たな学びを促す機会を図
る。

雀宮地
区内の
一般成
人

６月 1回 【実施日】

～

【参加者数】
合計

-

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-
地域に愛着を持ち，地域の魅
力や特色を発掘し，新たな発
見などまちづくり推進に向け
た取組のきっかけとするた
め，雀宮地区の歴史，伝統文
化を学習する。また，実施に
おいては地域行事と連携し，
充実を図る。

～

合計

【実施日】

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

未就学
児とそ
の保護
者

７～
１２月

7回 【実施日】

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

さわやか倶楽部
【Ⅴスタッフ】

豊かな経験を引き続き社会に
活かしながら，新しい知識や
趣味をもつ契機となるよう学
習の場を提供し，健康で生き
がいのある豊かな人生を送る
ための支援を行う。

雀宮地
区内の
６０歳
以上の
方

５～
１１月

6回 【実施日】

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

②

家

庭

教

育

支

援

の

充

実

と

学

校

や

地

域

と

連

携

・

協

力

し

た

教

育

活

動

の

推

進

ちゅんちゅん親
子ふれあい広場
（親子ふれあい
編）

親子のスキンシップを通し
て，よりよい子育ての知識と
技能を身につけ，家庭教育支
援の充実を図るほか，育児の
喜びや悩みを共有できる仲間
との交流を図る。

連携実績数

雀宮郷土史研究会

雀宮地
区内在
住者

１１月 1回

-

連携実績数

【連携実績】

雀宮地区の特性を生かし，宇
都宮工業高等学校や陸上自衛
隊宇都宮駐屯地との連携によ
るものづくりや体験学習を通
して，知識・技術を習得する
ことで，自立心の向上やリー
ダーシップの精神を育む。ま
た，世代間の連帯感や郷土愛
の精神を深め，地域づくりの
礎を築いていく。

雀宮地
区内の
小学生
（４～
６年
生）

７～８
月

2回 【実施日】

主な世代

３０代

雀宮地
区内の
小学生
（１～
３年
生）と
その保
護者

合計

８月 1回 【実施日】

連携実績数

青少年セミナー

地域わくわく子
ども塾

【連携実績】

-

宇都宮工業高等学校，陸上自衛隊宇都
宮駐屯地

ちゅんちゅん親
子チャレンジ

【連携実績】

親子で協力して取り組む体験
の機会を提供することによ
り，親子の絆を深めるととも
に，親同士，子ども同士の交
流を通して，仲間づくりを促
進する。

～

【参加者数】

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

うち子ども 主な世代

小学生-

連携実績数

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

（株）サニクリーン宇都宮

合計

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

【次年度の方向性】

10月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）

10月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計

-
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

地域団
体

通年 随時

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

市内在
住者

未定 ２回 【実施日】 【今年度の実施状況】

～

【参加者数】

青少年指導員，おもちゃのまちバンダ
イミュージアム，栃木県電波適正利用
推進協議会，オカリナ雀

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

令和５年度活動事例

うち子ども 主な世代
-

うち子ども 主な世代
70代

うち子ども
-

主な世代

うち子ども 主な世代
-

うち子ども 主な世代
３０代

うち子ども

自然に親しむ活動やものづく
り活動を通して，なかまとの
連帯感や責任感を養い，次世
代を担うリーダーシップ精神
を育む。

雀宮地
区内の
小学生
（４～
６年
生）

７～８
月

4回 【実施日】

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

令和 6 年 1 月 - 日

令和 6 年 2 月 - 日

人 - 人

1 回

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 1 回 54 人

1 講座 1 回 54 人

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

成人対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

通年 随時

「ふるさと雀宮」の特色ある
地域文化の向上発展と豊かな
農産物の収穫を祝い，地域の
連帯意識の高揚を図ることを
目的とする。

-

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

雀宮地区まちづくり推進協議会

2回

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５
年度成
人（二
十歳）

１月 1日 中学
校区

【連携実績】

雀宮

0 0 0 0 0 0

６０・７０代

特色のべ来場者数

団体

うち子ども

実施委員会
実施回数

【実施日】

各地域の取り組
み

主な世代

実施委員数

【参加者数】

合計

令和６年１月以降実施予定
（実施日未定）

令和６年１月以降の実施を踏まえて決定す
る。

雀宮地
区内の
成人

３月

二十歳を祝う成
人のつどい

人

自分の住む地域の魅力や課題
に気づき，学ぶ機会を提供す
ることで，地域に対する理解
や愛着を深め，まちづくりに
対する意識の醸成を図る。

～

回 回

Ｉ ＬＯＶＥ雀宮
講座【ＣＫＰ】

雀宮地域文化
祭・収穫祭

来館 電話 FAX Ｅメール その他

１１月 1回

人

出展団体数

令和５年度実績
内訳（：件）

通年 随時 令和５年度活動事例

合計

計

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

学習相談

全市民

相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民

雀宮地
区内一
般市民
と雀宮
生涯学
習セン
ター利
用団体

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果

を
活
動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を

支
援
す
る
地
域
教
育
の
基
盤
の
強
化

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 8 月 29 日

令和 6 年 2 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 6 月 21 日

令和 6 年 2 月 21 日

人 0 人

1 回

令和 5 年 11 月 - 日

令和 5 年 11 月 - 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 6 月 15 日

令和 5 年 6 月 29 日

人 31 人

1 回

令和 5 年 7 月 23 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

2 回

令和 5 年 9 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

1 回

令和 5 年 12 月 - 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

1 回

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】
【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

１１月以降実施予定
（実施日未定）

１１月以降の実施を踏まえて決定する。

健康，生活，歴史，文化，国
際交流の５つの分野を柱に，
専門性を高めつつ，地域住民
のニーズや時宜を反映した内
容とする。

市内在
住・在
勤の成
人

７～
１２月

◎子ども体験教
室

事業名

市内在
住の小
学生と
その保
護者

７月～
１２月

４回 【実施日】

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

- -
【連携実績】

連携実績数

令和５年度　上河内生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　上河内地域における資源や特性，住民ニーズなどを踏まえ，個人の要望に応える事業と社会の要請に応える事業のバランスを配慮しながら，多様な事業を推進する。事業の実施にあたっては，関
係部局や関係機関団体と連携を図り，とりわけ地域の課題解決や活性化につながる事業については地域まちづくり推進団体とともに取り組んでいく。

（ア）住民一人ひとりが心豊かに生活できるよう，学ぶことの喜びや社会参加のきっかけとなる趣味・教養的な講座を地域課題や生活課題を十分に盛り込みながら継続していく。
（イ）「人づくり」の基本となる家庭と地域の教育力の向上を図るため，家庭や親の役割や責任，子どもとの関わり方などについて保護者の気づきを促す講座や親子双方の育ちを支援するための講
座を実施する。
（ウ）地域資源や地域の魅力を再認識し，地域のまちづくりに対する意識が高まるような地域学講座などを通して，地域社会を支える人材の発掘や育成に取り組んでいく。
（エ）ICT社会の到来に伴い，地域住民誰もがスマートフォンを敬遠せず身近に感じ，有用な生活情報を入手し快適な暮らしを送るとともに，災害情報などを入手し安全安心な暮らしが送れるよう情
報リテラシーの向上を図る講座を実施する。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針

８月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）

８月以降の実施を踏まえて決定する。

令和５年６月３０日現在，開催途中。（７
回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。
8回

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

-

◎スマートフォ
ン講座

地域住民の情報リテラシーの向
上を図るため，スマートフォン
が身近に感じる内容を含めるな
ど，幅広い世代の地域住民が参
加できる内容とする。

市内在
住・在
勤の成
人

８月 ２回 【実施日】

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

-

主な世代
-

中学
校区

ライフアップセ
ミナー
in　かみかわち

上河内民俗資料館と共催し，地域
の魅力を再発見する内容を加え，
郷土愛の醸成を図るとともに，幅
広い分野を学べる内容とするほ
か，参加者同士の交流を通して，
仲間づくりを促進する。

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

７０代
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

市内在
住の未
就学児
とその
保護者

６月 ３回

随時

37

【実施日】

ライフアップセミナー運営委員会

【実施日】

【今年度の実施状況】

【次年度の方向性】
９月以降実施予定
（実施日未定）

９月以降の実施を踏まえて決定する。

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

上河内ブランドアンバサダー

人

うち子ども 主な世代
- -

通年

親子のふれあいや子育ての学びのほか，参
加者同士の交流の場になったなどの意見が
あり，概ね好評であった。
参加者の半数以上が地区外からの応募であ
り，地区内の未就学児と保護者の参加を増
やすため，地区内の児童施設等と連携し，
さらなる事業周知に努める必要がある。

子育て中の保護者が家庭教育について学
び，情報交換ができる場を提供するほか，
地区の児童施設や保健師，保育士との連携
により，保護者が子育ての悩み等を相談で
きる場を設けることで，地区をあげて子育
てを応援する機運を醸成するため，継続し
て開催する。

７月以降実施予定
（２回目以降の実施日未定）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

実施委員数
実施委員会
実施回数

各地域の取
り組み

～

【参加者数】
合計 うち子ども 主な世代

３０代
【連携実績】

令和５年度活動事例

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

上河内民俗資料館，
西山文化財愛護会

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

令和５年
度成人
（二十
歳）

１月 １日

上河
内

～

【参加者数】
合計

◎★ゆずのアロ
マでリラックス
講座

上河内地区まちづくり協議会と
の共催で，ゆずのアロマを活用
し，アロマを通して，心身のケ
アを学ぶ。

市内在
住・在
勤の成
人

１１月 ２回 【実施日】

～

【参加者数】
合計 うち子ども

◎子育て講座 上河内地区子育て支援会議と連
携し，子育てや家庭教育の学び
の場を提供するほか，子育て中
の保護者が情報交換できる機会
を提供する。

回

二十歳を祝う成
人のつどい

【次年度の方向性】
１２月以降実施予定
（実施日未定）

１２月以降の実施を踏まえて決定する。
～

【参加者数】
合計 うち子ども

【今年度の実施状況】③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を
活
動
に
つ
な
げ

る
仕
組
み
の
充
実

主な世代
- -

【連携実績】
連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

上河内ブランドアンバサダー

①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資
す
る
事
業

の
推
進

いろはゆず×モ
イストポプリ・
ゆずグミ講座
【CKP】

小学生とその保護者を対象
に，上河内地区特産の「ゆ
ず」の魅力を広く発信するほ
か，ゆずを丸ごと使い切るこ
とで，ＳＤＧｓの意識啓発を
図る。

市内在
住の小
学生と
その保
護者

１２月 ２回 【実施日】

②
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
と
学
校
や
地
域
と
連
携
・
協
力
し
た

教
育
活
動
の
推
進

59

-
【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

上河内ブランドアンバサダー

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

上河内地区子育て支援会議

ゆず染め講座
【CKP】

受講者のゆず染め体験を通し
て，上河内地区特産のゆずを活
用した「ゆず染め」を新たな地
域文化として普及啓発を図るほ
か，ゆずを活用した地域活性
化，地域コミュニティの再構
築，地域ブランド力の向上を図
る。

市内在
住・在
勤の成

人

７月 ２回 【実施日】

地域団
体

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数
事業名

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

1 講座 1 回 37 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 3 回 59 人

0 講座 0 回 0 人

2 講座 4 回 96 人

青少年対象事業

子育て対象事業

シニア対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

令和５年度講座実績数内訳

区分

成人対象事業

【次年度の方向性】

【次年度の方向性】

事業数
参加者数

講座数 実施回数

上河内地域文化
祭

上河内
生涯学
習セン
ター利
用団体
及び一
般市民

１１月 1回

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民 通年 随時 令和５年度実績
内訳（：件）

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時

来館 電話 FAX Ｅメール その他 合計
簡易問
い合わ

せ

0 0 0 0 0 0 1

地域の幼稚園，保育園，小中
学校の児童生徒及び生涯学習
センター利用団体の作品を一
堂に展示し，またセンター利
用団体をはじめ地域の方々が
日ごろの学習成果をステージ
発表することにより，地域文
化の向上と生涯学習推進の機
会とする。

人

計

④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る
地
域
教
育

の
基
盤
の
強
化

出展団体数 のべ来場者数 特色

団体

令和５年度活動事例
【今年度の実施状況】

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

令和 5 年 9 月 28 日

令和 - 年 - 月 - 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 13 日

令和 5 年 9 月 14 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 7 月 25 日

令和 5 年 9 月 23 日

人 - 人

- 回

令和 5 年 8 月 4 日

令和 5 年 8 月 22 日

人 - 人

2 回

令和 5 年 6 月 17 日

令和 5 年 11 月 19 日

人 - 人

1 回

市内在
住・在
学の小
学４年
生～６
年生

８月

【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

【今年度の実施状況】

令和５年６月３０日現在，開催途中。
（２回中，１回開催）

７月以降の実施を踏まえて決定する。

【次年度の方向性】

８月以降実施予定 ８月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】通年
令和５年度活動事例

【実施日】オモシロ夏休み

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

子どもたちが「学ぶ楽しさ」
を感じ，子どもたちの「自ら
考える力」をはぐくむととも
に，「仲間づくり」を推進す
る。

魅力ある学校づ
くり地域協議会
などの活動支援

魅力ある学校づくり地域協議
会など，地域の教育力向上に
取り組む団体の活動支援を
行っていく。

-

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

随時

７月以降実施予定 ７月以降の実施を踏まえて決定する。

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

-

２回

～

【参加者数】

地域団
体

【今年度の実施状況】

★：令和５年度新規事業，　◎：令和５年度重点事業，　【Vスタッフ】：Vスタッフ企画運営講座，　【ＣＫＰ】：地域かがやきプロジェクト

令和５年度　河内生涯学習センター事業計画・事業実績

基本方針

　身近な生涯学習の拠点として様々な学習活動やまちづくり活動を支援するとともに社会環境が急激に変化する中において，社会の要請に対応する事業や人間力の向上，家庭・地域の教育力の向上
に資する事業に取り組んでいく。

（ア）地域の魅力を発見できる事業の充実を図る。
（イ）地域の人材等を活用した講座を実施するとともに地域で活躍できる人材の育成に努める。
（ウ）仲間づくりや交流の場を提供し，人と人との絆づくりを推進する。
（エ）人間力の向上や家庭教育力の向上に資する事業を積極的に展開する。

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

◎かがやくセミ
ナー

受講生がお互いの連帯感を深
め，学び合い生き甲斐のある
豊かな人生を過ごす力を身に
つける「仲間づくり」と地域
活動等に関心を持つきっかけ
づくりを推進する。※館外学
習あり

市内在
住・在
勤して
いる成
人の方

７～
９月

２回 【実施日】

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

うち子ども 主な世代

７０代

【次年度の方向性】

9月以降の実施を踏まえて決定する。
①
地
域
住
民
の
学
習
意
欲
の
高
揚
と
生
活
の
向
上
に
資

す
る
事
業
の
推
進
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回

【連携実績】

連携実績数

合計 うち子ども 主な世代

小学生

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

宇都宮大学工学部，株式会社
SUBARU　航空宇宙カンパニー

合計 うち子ども 主な世代

７０代

子育て広場 子育ての学習を通して親子の
ふれあいを深め，情報交換の
場を提供し，「仲間づく
り」・「ネットワークづく
り」を推進する
とともに，新たに両親が参加
できる仕組みを取り入れる。
※相談タイムあり

市内在
住・在
勤の乳
幼児と
その保
護者

７～
９月

２回 【実施日】

～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

３０代

【連携実績】

-

回

二十歳を祝う成
人のつどい 実施委員数

人

実施委員会
実施回数

古里

スマホ基礎講座 市民へのデジタルデバイド及
びデジタル機器の使用への対
応として，身近なスマート
フォンの基本操作を学び，利
用技術の向上を図る。

市内在
住者

未定 ２回 【実施日】 【今年度の実施状況】
9月以降実施予定
（２回目の実施日は未定）～

【参加者数】

合計 うち子ども 主な世代

-
乳幼児と

３０代の保護者

【連携実績】

連携実績数 【連携団体等名称（企業・学校含む）】

-

②
家
庭
教
育
支
援
の
充
実
と
学
校
や
地
域
と
連
携
・
協
力
し
た
教
育
活
動
の
推
進

③
地
域
理
解
を
促
進
す
る
講
座
と
学
ん
だ
成
果
を
活

動
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
充
実

河内 回

１月 各地域の取り
組み

いきいき河内発
見講座

河内の地域資源を学ぶことに
よって地域の良さを再発見
し，地域活動に関心を持つ
きっかけづくりを推進する。

市内在
住・在
勤して
いる成
人の方

６～
１１月

【連携実績】

連携実績数

～

【参加者数】

合計

【連携団体等名称（企業・学校含む）】

河内地区まちづくり協議会

２回 【実施日】

～

【参加者数】

新成人（二十歳）が地域の人
とともに式典を作り上げるこ
とにより，地域社会の一員と
しての自覚や，地域に育てら
れたことに感謝の気持ちを持
てるようにするとともに，新
成人（二十歳）が地域の人か
ら学べる場，地域へ繋がる場
として教育的意義のある事業
として開催する。

中学
校区

田原

令和５
年度成
人（二
十歳）

１日

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

二十歳を祝う成人のつどい実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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内容 対象 時期 回数

重点
項目

事　業　の　概　要

事業実績

令和５年度事業実績・評価・今後の方針

評価 今後の方針
事業名

1 講座 1 回 38 人

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

0 講座 0 回 0 人

1 講座 1 回 38 人

シニア対象事業

令和５年度講座実績数内訳

区分
事業数

参加者数
講座数 実施回数

成人対象事業

青少年対象事業

子育て対象事業

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

合計
簡易問い
合わせ

0 0

１０月 １回
出展団体数

通年 随時 令和５年度実績
内訳（：件）

団体

0 0

来館 電話 FAX Ｅメール その他

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

0 0 0

【今年度の実施状況】 【次年度の方向性】

人

計

河内地域文化祭 河内地域内の芸術文化活動に
かかわる人達が一堂に会し
て，相互の交流を深め，その
活動を披露し，地域の芸術文
化の向上に寄与することを目
的として文化の祭典を実施す
る。

団体及
び一般
市民

学習相談 相談者のニーズに応じた具体
的な学習活動への引き上げや
相談者の活動の質の向上，学
習活動中の問題や悩みの解決
の手助けなどを行う。

全市民

特色
④
持
続
的
に
地
域
住
民
の
学
習
や
活
動
，
交
流
を
支
援
す
る
地

域
教
育
の
基
盤
の
強
化

のべ来場者数

情報収集・提供 市民の主体的な学習活動を啓
発・支援し，生涯学習に対す
る市民ニーズに的確に対応す
るため，学習施設や学習機会
等の生涯学習関連情報を収集
するとともに，その情報を市
民に提供する。

全市民 通年 随時
令和５年度活動事例

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

通年事業のため，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。

文化祭実施後，第２回生涯学習センター運営審議会にて，報告する。
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